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本市の人口と世帯数（令和 5 年 12 月 31 日現在）
世帯数 51,715　人口 108,213 人（男性 51,433 人、女性 56,780 人）

音声版「声の広報」、点字広報は市ウェブサイトよりダウンロード
できます。
QR コードはデンソーウェーブの登録商標です。
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埴生南小学校　尾崎 みらい さんのデザイン

未来への希望を胸に光かがやく 20 歳の門出
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〇消防広域化決定までの経緯
　近年の多様化・大規模化する災害や事故に迅速かつ的確に対応していくため、柏原市・羽曳野市・
藤井寺市・富田林市・河内長野市・太子町・河南町・千早赤阪村の８市町村で2年近くの協議を経て、
広域化後の消防の円滑な運営を確保するための大阪南広域消防運営計画を令和5年8月に策定しま
した。
〇「消防広域化」何が変わるの？
・組織名称が変わります。（令和6年1月1日から）組合名称は「大阪南消防組合」、（令和6年4月1日
から）消防本部名称は「大阪南消防局」となります。
　消防本部の位置は、これまでと変わらず、現在の柏原羽曳野藤井寺消防組合
　消防本部の位置となります。
・管轄エリアが変わります。（令和６年４月１日から）
　これまでの柏原市・羽曳野市・藤井寺市の3市に加え富田林市・河内長野市・
　太子町・河南町・千早赤阪村の８市町村を管轄する消防本部となります。
・消防指令センターが統合されます。（令和６年２月１２日から）
　３つの消防本部の指令センターを統合し、現在の柏原羽曳野藤井寺消防組合
　消防本部の建物内に、新たに高機能指令センターが整備されます。皆様から
　の１１９番通報先はこれまでと変わりません。
・各種届出の提出先は変わりません。
　消防訓練の届出や工事等に関する届出などは、基本的にはこれまでと変わらず消防署にて
　受付します。
〇消防広域化のメリットは？
・現場到着時間の短縮
　当該地点を管轄する消防署よりも隣接する市町村の消防署の方が近い場合、現場に早く
　到着することができます。
・災害発生時の初動体制、増援体制の強化
　広域化により組織が大きくなることから、大規模災害・多数傷病者事故等への対応力が強化さ
　れます。
・現場活動人員の増強
　消防本部における業務の効率化により生じた人員を、現場活動要員に配置することにより、
　消防力の体制を強化することができます。
・消防財政の効率化
　広域化に伴うスケールメリットにより、行財政運営の効率化、経費の抑制が図れます。

～　消防広域化を実現します　～

≪現状≫ ≪消防広域化後≫

消防力を強化し、住民の安心・安全を守るため、

[ 広域化時の消防署所の配置]

※近隣消防本部へ応援要請を行うが、出場の出遅れや現場指揮系統が複雑になる。
《問合せ》危機管理課

令和 6年 1月 19日㈮から羽曳野
市のホームページがリニューア
ルしました。
デザインを変更し、より見やす
く、必要な情報を素早く取得でき
るようになりました。
ぜひご活躍ください！
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電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（７万円 /１世帯）のご案内

1 世帯あたり 7 万円電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（１世帯あたり７万円）は、住民税均等割
非課税世帯を支援する給付金です。（1世帯 1回限り）

【問合せ】羽曳野市価格高騰重点支援給付金コールセンター
☎ 072-947-4140（平日 9:00 ～ 17:00）

電話がつながらない場合は、しばらくお待ちいただいてからおかけ直しください。

【支給時期】
①プッシュ方式　１月31日予定　
②確認書又は③申請書の審査完了後、３週間後が目安です。

詳細はこちらから

令和5年 12月 1日時点で羽曳野市に住民登録がある方

世帯全員が令和 5 年度
「住民税均等割非課税」の世帯

 修正申告等により世帯全員が令和５年度
「住民税均等割非課税」になった世帯

令和５年度羽曳野市電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援
給付金 (３万円 ) を口座振込で受給された方で、住民票や税
情報に変更が無いなどの支給条件を満たした世帯

左記以外の方

③申請が必要です。
 申請書は、羽曳野市ウェブサイト、市役所、
支所、人権文化センターで配布しています。

いずれも提出期限は、令和 6 年 4 月 30 日㈫【必着】です。

【支給対象と申請の有無】

＼ 水色の封筒でお届けします！ ／

（ 1 回 限り）

価格高騰重点支援給付金のご案内

支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）

①プッシュ方式
圧着ハガキでお知らせを送付しました。
記載されている誓約・同意事項に相違な
い場合は手続きは不要です。

②確認書方式
 対象となる可能性のある世帯へ羽曳
野市から確認書を送付します。世帯の
中に令和 5 年 1 月 2 日以降に転入し
た方がいる場合は、前住所地の市区 
町村に照会後、羽曳野市から確認書
を送付します。

本 人 口 座 本 人 口 座 以 外

圧着ハガキ
価格高騰重点支援給付金に関するお知らせ
給付金担当

【①プッシュ方式 / ハガキ送付】 【②確認書方式 / 封筒送付】
「振り込め詐欺」や「個人情報
の搾取」にご注意ください！
�羽曳野市では、市民の方にATM

の操作をお願いすることや、支

給のための手数料など振込を求

めることはありません。不審な電

話があった場合は市役所や警察

署にご連絡ください。

注 意

（注）本市では前回の給付金（3万円）の対象として、市町村民税均等割が課税されている者の扶養親族等のみで構成される世帯も含めていまし
たが、本給付金では含めておりません。そのため、前回の給付金（3万円）を受給されている世帯であっても、対象とならない場合があります。
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申込はコチラから➡

【問合せ】
四天王寺大学地域連携センター
☎072-956-3345

備えよう!!
～明日くるかもしれない災害に～

　災害時の被害を最小限に抑えるためには、日常的な災害に対す
る備えや自らの身は自らで守る「自助」、地域で助け合う「共助」
で行っていくことが非常に重要です。
今回は、災害時にまず自分自身や家族の安全を確保した後に、近
所や地域の方 と々助け合えることを紹介します。

【地域での行動　災害発生時】

（例） 
・近所で互いに声がけを行い安否確認する
・地域の被害情報や救援情報を収集し伝え合う
・人命の救助や負傷者の応急手当を行う
・支援が必要な人を援助したり、避難所まで誘導する　　　など

Vol.17

※このような行動が災害発生時に行えるよう、日頃からの地域で
の「助け合いのしくみづくり」をお願いします。

★今年度から新設しました地域の防災活動に対する補助『羽曳野
市自主防災組織活動補助金』制度の申請については令和６年１月
末で締め切りとなりました。

テーマ：『健康寿命を延ばすために』

講演①　「2 型糖尿病の病態と最新の治療について」
講師：地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪はびきの医療センター

糖尿病・内分泌内科　主任部長 樫根 晋先生

講演②　「お口の健康～オーラルフレイルの予防～」
講師：大阪公立大学大学院看護学研究科

在宅看護学准教授　岡野 明美先生

＜主催＞羽曳野市、大阪はびきの医療センター、大阪公立大学
＜後援＞一般社団法人羽曳野市医師会、一般社団法人羽曳野市歯科医師会、
　　　　羽曳野市薬剤師会 ,大阪府藤井寺保健所、大阪府国民健康保険団体連合会

《問合せ》健康増進課 ( 保健センター ) 電話 956-1000

上記内容を市公式 YouTubeで配信します。
配信期間 2月 19日㈪～ 3月 31日㈰
※録音・録画・撮影はご遠慮ください。

「令和 5 年度 はびきの健康フォーラム」
羽曳野市公式 YouTube 配信で開催

会場

交通アクセス

四天王寺大学 大講堂
〒583-8501 羽曳野市学園前3 丁目2-1

近鉄南大阪線「藤井寺」駅と「古市」駅より
「四天王寺大学行」近鉄バスで約15 分
※大学の駐車場をご利用いただけます

申込方法

四天王寺大学ホームページ上の
公開シンポジウム内の応募フォ
ームからお申込みください。

講演・対談
第一部　講演
ヤマトタケルの人物像とその背後にあるもの
さまざまな文献にみえるヤマトタケルの人物像は、単に
地方を征服した武人にとどまらず、多彩な性格をもって
います。それらを生み出したのは『古事記』『日本書紀』
を編纂した奈良時代頃の貴族・官人層ですが、彼がヤマ
トタケルという存在にどのような想いを託したのか、掘
り下げてみたいと思います。

第二部　対談
羽曳野から世界へ！映画「ヤマトタケル~白鳥伝説 ~」への思い
羽曳野市にかつて存在した映画会社・極東シネマ古市白
鳥園撮影所の魂「子どもが喜ぶ映画を作る」を現代に受
け継ぎ、この地に伝わる神話「白鳥伝説」をベースにヤ
マトタケルを主人公にした懐かしくも新しい冒険活劇を
現在製作しています。この作品にかける思いや、今後の
発展などについて、製作者である監督やプロデューサー、
そして主演のヤマトタケルを演じる松本梨香さんに語っ
ていただきます。
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環境美化促進のため、各種団体や市民の皆様にご協力をいただいて石川の清掃を行っています。今年度も、大和川・
石川流域などで府内最大の一斉清掃を同時に行います。ゴミを拾いながらの河川敷散策にご家族、友人のグループ
など、皆様のご参加をお願いします。
参加していただける方は、清掃しやすい服装や靴をはき、各会場へお集まりください。

　●本部古市会場　9:00受付　9:30清掃開始
　●小雨決行（清掃活動が危険と判断した場合は中止）
　※中止の場合は8:00までに市ウェブサイトに掲載します。
　●古市会場のみ駐車場あり
　（周辺道路や駐車場の混雑が予想されますので、できる限りお車でのご来場はお控えください。）

問合せ：環境保全課（内線 2820）/ 下水道建設課（内線 2322）

パネルディスカッション
「世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の
　　　　　　　　　　　「おもしろさ」に触れるには」
 寺前 直人 、禰冝田 佳男 、鈴木 地平 
 伊藤 聖浩（羽曳野市教育委員会 文化財・世界遺産室）

【日時】　2 月18 日㈰ 13:00 ～16:30
【会場】　羽曳野市立生活文化情報センター LIC はびきの ホール M

東国からみた百舌鳥・古市古墳群－1600 年前の視点と令和の視点－
寺前 直人 氏（駒澤大学文学部歴史学科教授）

持続可能な文化遺産保護とツーリズム －「百舌鳥・古市古墳群」を例にして－
禰冝田 佳男 氏（大阪府立弥生文化博物館館長）

市民と世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」
鈴木 地平 氏（文化庁 文化財調査官（世界遺産））

【定員】350人（要事前申込・先着順）　【費用】500円（資料代）
【申込】�はがき、またはメール。氏名、住所、連絡先（電話番号）を明記。
　　　1通のはがき、またはメールで5人まで可。（全員の氏名と、代表者の住所、連絡先（電話番号）を明記）※電話申込不可
【申込・問合せ先】羽曳野市教育委員会　生涯学習部　文化財・世界遺産室　
〒583‐8585　大阪府羽曳野市誉田4丁目1-1　ﾒｰﾙ：bunka-sekai@city.habikino.lg.jp 　　 ☎ 072-958-1111（内線4480・4400・4401）

<主催 >　　羽曳野市世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」保存・活用実行委員会
（NPO法人フィールドミュージアムトーク史遊会、羽曳野まち歩きガイドの会、四十四の会、羽曳野市教育委員会）

「百舌鳥・古市古墳群」世界遺産シンポジウム

『世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の「おもしろさ」に触れるには』
古墳の「おもしろさ」とは何か？「百舌鳥・古市古墳群」にはどんな魅力があるのか？また、私たちにとって世界遺産とは…？
これらのことをわかりやすく解説して、私たちにとっての世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の魅力を考えたいと思います。

古市古墳群を訪ね、守る 【第 13 回ウォーク & クリーン】を開催します
ウォーキングコース：(今後の調整で変更になる可能性があります)
羽曳野市役所（スタート）⇒　応神天皇陵古墳・二ツ塚古墳・東馬塚古墳　⇒　古室山古墳・赤面山古墳　⇒　大鳥塚古墳　⇒
応神天皇陵古墳外濠外堤　⇒　(蕃所山古墳 )　⇒　仲哀天皇陵古墳　⇒　アイセルシュラホール（ゴール）（約4.5㎞）
・当日は歩きやすい服装や運動靴でお越しください。・ゴミ袋、手袋及び金ばさみは準備します。・自動車での来場はご遠慮ください。
・当日は集合場所と解散場所が異なりますので、ご注意ください。

【日時】　3 月10 日㈰　9：30 ～11：30( 予定 )( 雨天中止 ) 受付 9：00 ～

【集合場所】羽曳野市役所　議会棟下駐車場　

【解散場所】藤井寺市立生涯学習センター ( アイセルシュラホール )ラホール )

【対象】どなたでも参加できます　【申込】電話またはインターネット　【費用】無料
問合せ：文化財・世界遺産室　内線：4400、4480、4401
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催：古市古墳群世界遺産連絡会議（羽曳野市・藤井寺市）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※同日10：00～15：00まで、アイセルシュラホールにて体験イベントを開催

寺前 直人 氏 禰冝田 佳男 氏 鈴木 地平 氏

3 月 3 日㈰開催　令和 5 年度　石川クリーン作戦
やすらぎとふれあいの水辺「石川」の自然を守ろう！

申込フォーム
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受講生募集
2024 年 4 月‐6月

4 月期

【対　象】　65 歳以上の羽曳野市民（令和 6 年 4月1日時点）
     　※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方を除く。※新規利用者を優先します。

【申　込】　2月1日㈭～14日㈬（平日 9:15 ～ 17:00 休館日 : 土日祝）　
　　 　　1 人 1 講座( 第 3 希望まで記入可）、LIC ウェルネスゾーンに来館・電話にて申込。

【当選発表】　3月1日㈮～3月7日㈭　LIC ウェルネスゾーン入口横・市ウェブサイトに掲載。

※ロコモ予防：運動器（骨、関節、筋肉など）の機能低下などにより日常生活に制限や支障をきたす状態を防ぐ。

■プログラム紹介（参加費無料）

■スケジュール表

LICウェルネスゾーン

月 火 水 木 金

午前

⑨ラララフィット（ロコモ予防※）
9:15 ～10:45

④ラララサーキット
9:15 ～10:45

②脳活性プログラム
 （認知症予防）

9:15 ～10:45

⑪膝痛・腰痛改善クラス　
9:15 ～10:45

⑦ラララサーキット
9:15 ～10:45

①脳活性プログラム
（認知症予防）

11:00 ～12:30

⑭転倒予防クラス
11:00 ～12:30

⑤ラララサーキット
11:00 ～12:30

⑥ラララサーキット
11:00 ～12:30

⑩ラララフィット（ロコモ予防※）
11:00 ～12:30

午後

③ラララサーキット
13:30 ～15:00 

㉑LIC まちの保健室　
13:30 ～15:00

詳細はページ下部

⑫フィットネスウオーキング
13:30 ～15:00

⑬骨盤底筋トレーニングクラス
13:30 ～15:00

⑲やさしいクラフト教室
⑳おもしろ算数教室

13:30 ～15:00

⑮ノビ伸体操
15:15 ～16:15

⑯Let's 筋力トレーニング
15:15 ～16:15

⑰サーキットトレーニング
①15:15 ～16:00
②16:15 ～17:00

⑱サーキットトレーニング
①15:15 ～16:00
②16:15 ～17:00

⑧ラララサーキット
15:15 ～16:45  

㉑LICまちの保健室　火曜日　13:30 ～15:00
　講座　【定員】各講座 15 人　　【申�込方法】施設への来館（令和6年4月16日9：00から受付）
　5月 7日「肩こり大丈夫ですか？」     　　　　【講師】健康運動指導士 【内容】肩こり解消トレーニング
　５月１４日「大切な人が倒れたらどうしますか？」　   【講師】看護師     【内容】一次救命処置
　5月21日「丈夫な骨づくり！骨粗しょう症予防の食事」 【講師】管理栄養士   【内容】骨の健康を維持・強化するための食生活について
　各種相談　【定員】各6 人　【利用方法】事前予約（電話・来館）または予約せずに直接来館
　4月2日～6月２5日の火曜日（5月7日・14日・21日を除く）【運動】第１・５週目　【健康】第２・４週目　【食事】第３週目
　トレーナー・看護師・管理栄養士が運動・健康・食事に関する小さな悩みでも個別で相談に応じます。
　※詳しくは市ウェブサイトをご覧ください。

①②脳活性プログラム（認知症予防）
　椅子に座って行うリズム体操。体も脳も活性化させ認知機能向上を
　目指します。
　【１ｸｰﾙ1回：歯科衛生士による講話】
③～⑧ラララサーキット
　マシンを使った筋力トレーニングと、椅子に座って有酸素性運動の
　リズム体操を交互に行います。
⑨⑩ラララフィット（ロコモ予防）
　日常生活の動作に必要な筋肉をしっかり動かし、いつまでも自分の
　足で歩き続けられる体づくりを目指します。
⑪膝痛・腰痛改善クラス
　膝痛や腰痛の予防・改善に必要な筋力トレーニングを行います。
　【月1回：理学療法士による痛みや可動域の評価】
⑫フィットネスウオーキング　
　正しいウオーキングのフォームを身に付け、活動量計を使用し、運動
　量を確認しながら楽しく歩きましょう。（雨天・猛暑の場合は室内）
⑬骨盤底筋トレーニングクラス
　ミズノオリジナルツールを使用し、年齢と共に低下しやすい骨盤底筋
　にアプローチします。
⑭転倒予防クラス（筋トレ・バランス力強化）　
　ミズノオリジナルツールを使用し、足底のバランス向上や筋力トレー
　ニングを行い転ばない体づくりを目指します。
　【月1回：理学療法士による下肢筋力の測定】

⑮ノビ伸体操
　骨格体操とヨガのポーズを組み合わせることで、関節の動きをスムー
　ズにし、ストレッチ効果を引き出します。

⑯Let's 筋力トレーニング
　チューブを利用し、体幹や脚力などを強化する筋力トレーニング。

⑰⑱サーキットトレーニング
　DVD による、マシンと有酸素性運動を組み合わせたトレーニング。
　【1コマ 45 分　準備体操・サーキット2セット・整理体操】

文化プログラム（①～⑱との併用可）
⑲やさしいクラフト教室
　折り紙・紙テープ・廃材などを利用して、製作します。	
　【とき】4月5日・19日、5月17日・31日、6月7日・21日
　　　    13:30 ～15:00
　【持物】 はさみ・のり　【講師】 瀧田幸子
⑳おもしろ算数教室
　�算数マジックと謎解きを楽しみましょう。パズルに挑戦し、解く楽しみ

を味わいます。脳の活性化・認知症予防をはかります。
　【とき】4月12日・26日、5月10日・24日、6月14日・２8日
　　　 　13:30 ～15:00
　【講師】 SA ネット大阪おもしろ算数教室事業部長  二葉登代子

【予約・申込】　LIC ウェルネスゾーン　☎ 072-958-0711 ／  【事業に関する問合せ】地域包括支援課　☎ 072-947-3825

健康づくり・介護予防のため、ミズノが開発したプログラムが体験できます
－ LIC Wellness Zone －

LIC ウェルネスゾーン

定員各15人
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地域包括支援課からのお知らせ ☎072-947-3822（直通）

まちの保健室 « 高年生きがいサロンで毎月実施 »
【対象】おおむね65歳以上の市民の方　【費用】無料【定員】各先着15人　※ 2号館のみ先着 30人【申込】前日までに各サロンへ申込
※講話終了後に希望があれば地域包括支援センターの職員が介護相談をお受けします。

【２号館】恵我之荘5-1-3　☎ 072-931-2255
とき 2月 20日㈫ 10:00 ～ 12:00

内容 「笑いの効果で認知症予防！」落語会を実施 (約 1時間 )終了後、個別相談会あり
講師 落語家　桂 笑金

【3号館】古市 1541-1　☎ 072-959-0220
とき 2月 15日㈭ 13:30 ～ 15:00

内容
声を出しづらい、よくむせる、硬いものが食べにくいこれら
の予防やトレーニングの方法について (吹き出しお土産付き )

講師 歯科衛生士

【5号館】野 640-1　☎ 072-931-6010
とき 2月 15日㈭ 10:00 ～ 12:00

内容
動作の専門家による「長生きとトレーニングの関係」どれく
らい歩けば寝たきりを予防できるの？講話後個別相談会あり

講師 羽曳野市理学療法士会

【6号館】羽曳が丘 3-1-13　☎ 072-959-0580
とき 2月 21日㈬ 10:00 ～ 11:30

内容
声を出しづらい、よくむせる、硬いものが食べにくいこれら
の予防やトレーニングの方法について (吹き出しお土産付き )

講師 歯科衛生士

高齢者向けスマホ教室　＜基礎編＞
スマホの操作はお困りことはありませんか？お手持ちのスマホで
LINE やカメラ、地図機能やインターネットなどの基本操作を学べ
る講座を開催します。スマホの楽しさや「思ったより簡単」を実感
していただけます。
とき 3月 5日㈫ 13:00 ～ 15:00
場所 高年生きがいサロン6号館 (羽曳が丘 3-1-13)
定員 先着 15人※市内在住の 65歳以上の方 費用 無料
持物 筆記用具、スマートフォン (貸出可 )

申込 2月 13日㈫ 9:00 ～先着 (閉館は17:00)
高年生きがいサロン6号館へ電話　☎072-959-0580

講師 ａｕショップ羽曳野伊賀店より派遣
教室の中で、スマホの営業や販売は行いません。
なお、受講者の同意が得られた場合に限り、後日、アフターサポ
ートなどのご連絡がある場合があります。

介護予防できらきらシニア～介護予防事業参加者募集～
熟年簡単クッキング教室～男性②コース～

とき 2月 28日㈬、3月 6日㈬全 2回
10:30 ～ 13:00 頃

場所 保健センター3階 栄養指導室
対象 65歳以上の男性市民の方
費用 1,000 円（2回分 材料費込）
持物 エプロン・三角巾・マスク・タオル・筆記用具
定員 15人程度（応募多数の場合は抽選）

申込 地域包括支援課の窓口または電話
（2月 9日㈮まで）

予定
献立

講話のテーマは「免疫力を高めましょう」
2/28：八宝菜、チンゲン菜とハムのミルクスープ、
　　　さつまいものレモン煮、いちご
3/6：焼き餃子、ふわ玉豆苗スープ、
　　　ヨーグルトかぼちゃサラダ、豆腐入りみたらし団子

※感染症の影響などで中止または講話になる可能性があります。

献立は変更になる
場合があります

四天王寺大学キャンパス　ドクターヘリ・ランデブーポイントに指定

　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部と四天王寺大学 (所在地：大阪府羽曳野市 )は、連携協定のもと、関西広域連合が運行する大阪府ドクター
ヘリの指定を受け、令和5年11月20日から、四天王寺大学の東グラウンドが臨時着陸場 (ランデブーポイント)として新たに登録され、運用
を開始することとなりました。
　四天王寺大学の登録により、柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部3市管内の臨時離着陸場は12カ所となることで、更なる大規模災害時の
救護活動や医療の地域格差解消など市民の安全と救命率の向上が見込まれます。

＜問合せ＞柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部　警防課　958-9931
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12月16日㈯に第53回写生ポスターコンクールの
表彰式が行われました。応募作品の中から、各賞が選ばれました。

・・・TOPICS街かどから・・・
◆羽曳野市こども会育成連絡協議会
　第 53 回写生ポスターコンクール表彰式

◆第 17 回羽曳野市長杯はびきの子ども将棋大会の結果
12月 17日㈰に第17回羽曳野市長杯はびきの将棋大会
が青少年児童センターで行われ熱戦が繰り広げられました。
今年度の各クラスの受賞者は次のとおりです。

氏名（敬称略）こども会名
会長賞 和泉 拓真 白鳥
市長賞 松本 悠希 白鳥
議長賞 松本 郷平 白鳥

教育長賞
谷口 湊士
豊田 莉愛
金山 大耀

ﾛｰﾚﾙｺｰﾄ
白鳥
白鳥

努力賞 人見 菜葉
人見 彩葉

白鳥
白鳥

受賞 氏名

優勝 片田 悠仁

準優勝 野中 慧

3位 小池 晋次

4位 片田 遥仁

5位 甲村 信太郎

ここ
ん
に
ん
に
ちち
はは

あ
か
ちち
ゃゃ
んん

< 西浦 > < 樫山 >
父親の
智也さん

父親の
佑貴さん

母親の
愛実さん

大
おおにし

西 澄
す い

依ちゃん

もうすぐで 2 歳のお誕生日！
これからも笑顔いっぱいの毎日を過ごそうね♥

いつもニコニコ可愛い笑顔！
いつまでもその笑顔で元気に育ってね。お兄ちゃんと仲良く元気にいっぱい大きくなってね♡

< 東阪田 >阪
さかぐち

口 瑛
え ま

愛ちゃん 上
う え の

野 咲
え ま

舞ちゃん

令和 4 年 10 月 生まれ令和 4 年 7 月 生まれ 令和 4 年 3 月生まれ

百歳花束の贈呈
12月 1日、4日、7日、13日に山入端市長が市内在住の百歳を迎えられた方を訪問し、ご長寿をお祝いして花束を
贈呈しました。これからもお元気で健康な日々をお過ごしになりますようお祈りいたします。
※訪問に際しては、手指消毒や感染防止対策を徹底しています。

山本 靜子様 松嶋 巳三郎様- 井上 サキ代様

鈴木 弘子様 吉井 良子様 梅田 昇様
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

　朝の歯磨きはいつしていますか？食後の汚れを取り
除くという事が歯磨きの目的なので朝食後にしている
人が多いのではと思いますが、正解は朝食前です。
出来れば、起きてすぐの歯磨きをおすすめします。
口腔内の細菌は夜寝ている間に繁殖しますので、起き
てすぐは１日の中で最も細菌が繁殖している状態です。
これは口腔内を洗浄する働きをしてくれる唾液の量が
睡眠中に減ってしまうからです。朝起きた時に気に
なる口臭やネバつきは細菌が原因です。起きてすぐ
歯磨きせずに飲食をすると寝ている間に繁殖した細菌
をそのまま体内に入れてしまうことになります。飲み
込んだ細菌は腸内環境を乱してしまいます。そして、
腸内環境が乱れると大切な免疫力の働きがきちんと
働かなくなってしまい風邪やインフルエンザなど感染
しやすい状態になってしまいます。歯磨きの役割は
虫歯を予防することだけではなく身体への入り口であ
るお口を守る役割もあります。

吉田歯科クリニック　吉田宗敬

朝の歯磨き朝の歯磨き 小児鍼の治効理論として現在まで報告されている
ものをまとめると、①免疫力の増強、②小児発育
期の自律神経のコントロール、③成長ホルモンや
副腎皮質ホルモンの調整作用、④血行改善などで
ある。小児鍼に関する基礎研究は少ないが、1929年
に藤井秀二博士は、家兎および小児で、血圧・呼吸・
体温・腸運動などについて行った研究で、小児鍼は
皮膚知覚を介して交感神経の緊張状態を変化させる
一種の変調療法であると報告している。
小児は身体的・精神的に疲労しやすく、定期的に
小児鍼を行うことによって疲労を解消し、常に良い
コンディションを保つことで、小児神経症状（夜泣き・
夜驚・奇声などの疳虫）などの頻度を軽減、減少
させることが可能となり、軽微な刺激と簡便な手技で
安全に、疾患の治療とともに、健康管理・疾病予防
に対応できる治療法であると言えます。

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

  【問合せ】■天王寺年金事務所  ☎ 06-6772-7531（代）
  [平　 日 ] 8:30～17:15 ※週初めの開所日は19:00まで
  [ 第２㈯ ] 9:30～16:00
  ※電話は自動音声案内です。
  ※電話機の 5を押すと所員が対応します。
  ※繋がりにくい場合は、お手数ですが時間をおいて
　  からおかけ直しください。 日本年金機構

ウェブサイト

● 国民年金保険料は口座振替による前納・早割をすると、納付書（現金）
及びクレジットカードで納めるより割引額が多く大変お得です。

● 前納の種類は2年前納（4月～翌々年3月分）、1年前納（4月～
翌年3月分）、6カ月前納（4月～9月分・10月～翌年3月分）の
3種類です。2年前納は、毎月納付する場合に比べ、2年間で
約15,000円程度の割引になります。口座振替での令和 6 年度の
2 年前納、1年前納、6 カ月前納（4 月～ 9 月分）の新規お申
込みは、令和 6 年 2 月中にお願いします。【 年金事務所 必着 】
※既に口座振替をされている方は、お手続き不要です。
（振替方法変更の場合は必要）

● 国民年金保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に口座振替
する方法のことを早割といいます。早割は月50円（年間600円）
お得です。【 随時受付 】

● 申込先：年金事務所または金融機関
● 必要なもの：基礎年金番号がわかるもの・通帳・金融機関の届出印

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」や「公的年金等の
源泉徴収票」の電子データを、マイナポータルの「お知らせ」で
受け取れる電子送付サービスを開始しました。受け取った電子
データを国税庁の提供する e-Tax 等に取り込むことができ、
簡単に確定申告ができます。
※詳細は、日本年金機構のホームページをご確認ください。

＊ 国民年金保険料を納付されている方の社会保険料控除
⇒「令和 5 年分社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
　【社会保険料控除証明書に関するお問合せや再交付申請】
　☞ ねんきん加入者ダイヤル　  　 ☎０５７０－００３－００４ 
　◆ 050 から始まる電話からは　　☎０３－６６３０－２５２５
　 　[ 平　日 ] 8:30 ～19:00　[ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00

＊ 老齢年金等（遺族年金・障害年金を除く）を受給している方
の確定申告
⇒「令和 5 年分公的年金等の源泉徴収票」
　【公的年金等の源泉徴収票に関するお問合せや再交付申請】 
　☞ ねんきんダイヤル      　　　　 ☎０５７０－０５－１１６５
　◆ 050 から始まる電話からは　　☎０３－６７００－１１６５
　　 [ 平　日 ] 8:30 ～17:15 ※週初めは19:00 まで　
　　 [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
　  　※共済年金を受給している方は各共済組合等まで

※ 基礎年金番号がわかるものを用意してお問い合わせください。
※ ねんきんネットを利用して再発行申請を行うこともできます。
※ 確定申告の必要書類に関する詳細は、国税庁ウェブサイトを

ご覧ください。

口座振替での前納・早割が便利でお得です！

オンラインでの確定申告に必要な「社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書」や「公的年金等の源泉徴収票」が
マイナポータルで受け取れます！

《 確定申告 》年金に関する申告に必要な書類について
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●開館時間10:00～ 18:00（中央は平日10:00～ 20:00　土日祝10:00～ 18:00）

〇中央　　　☎072-950-5501㈪休館　　〇丹比　　　☎072-937-2355㈮休館
〇陵南の森　☎072-952-2750㈮休館　　〇羽曳が丘　☎072-957-5553㈮休館
〇東部　　　☎072-950-2002㈮休館
〇古市　　　☎072-958-0050㈪㈫休館　開館時間10:00 ～ 17:30
〇ブックステーションはびきのコロセアム　
　　　　　　☎072-937-7210　　㈫㈭㈯の13:30 ～ 16:30 開館
全館休館　毎月最終水曜（12月を除く・祝日の場合は翌日）
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大人向けおはなし会（古市）
ちょっとおはなし聞きに行こ会ッ！
　～おはなし会て子どもだけちゃうねん！～
大人になった今だからこそ、“語り”を聞いてみませんか？
日　時　2月16日㈮13:30～（30～40分程度）
場　所　古市図書館
内　容　『あまのいわと』（絵本）
　　　　『たかにさらわれた子』（素話）ほか
語り手　おはなしの森　　※事前申し込み不要

おはなし会（２月） 今月の特集テーマ

中央図書館
 3日㈯　17日㈯  11:00～ 一般 古今東西・短編小説
 11日㈰　25日㈰  14:00～

児童 ねこの本 17日㈯  15:00～

陵南の森図書館

 4日㈰　11日㈰　24日㈯  11:00～ 一般 ライト文芸って知ってますか？
 17日㈯  15:00～
 18日㈰小さい子向き  11:00～ 児童 王さま女王さま
 18日㈰ 少し長いお話を聞ける子向き  11:30～

東部図書館  14日㈬  10:30～ みてみて！！ちょっと大きめの本
丹比図書館  24日㈯  10:30～ 「きょうだい」たちが主役！

古市図書館  16日㈮大人向けおはなし会
  ※欄外をごらんください  13:30～ 一般 健  康  第  一 ！！

児童「ふゆ」のおはなし
羽曳が丘図書館  10日㈯　24日㈯  11:00～ ハートをぶつけよう

◇羽曳野市立図書館雑誌スポンサー募集（令和６年度）
図書館では、令和６年度の雑誌スポンサーを募集します。図書館所蔵の雑誌が、地域の事業活動の身近な広告手段としてご活用いただけます。
【期間】 令和６年4月～令和７年3月（年度単位）  ※年度途中からは問い合わせ　【費用負担】 雑誌の購入代金1年間分を指定先に直接支払う
【配架場所】 市内図書館より選択　※ブックステーションコロセアムは除く　　【提供雑誌】 図書館所蔵の雑誌から選択
【対象】 企業、商店、組織・団体　※個人不可　※所定の審査あり
【広告表示方法】・雑誌の表紙面の透明カバーにスポンサー名を表示（縦3cm×横10cm以内）　・裏表紙全面に指定の広告を掲出
　　　　　　　※詳細は、お問い合わせまたはウェブサイトをご覧ください。➡「羽曳野市　雑誌スポンサー」で検索

期待できる効果 ・雑誌は図書館でも多くの方に利用され、回転率・利用率が高い。また、利用者は市内や近隣市在住の方が多く、地域での高い広告性が期待できる。
　　　　　　　 ・市内全館での貸出利用者は年間約17万6千人（令和4年度）、最新号は館内閲覧期間を設けているので、多くの人の目に留まりやすい。
　　　　　　　 ・幅広いジャンルの雑誌があるので、読者層を想定してターゲットを絞った広告ができる。
次のようなことも行っています ・スポンサー名を市内全図書館に掲示（通年）  ・市ウェブサイトの図書館のページ、公式Instagramにスポンサー名を掲載（通年）
　　　　　　　　　　　　　　 ・スポンサー名を「広報はびきの」「図書館だより」に掲載（随時）

＜令和５年度 雑誌スポンサー＞（敬称略、順不同）
大阪府書店商業組合共同受注羽曳野市支部、㈱高松ギフトプラニング、羽曳野市商工会、お好み焼き「美吉乃」、（福）大阪福祉事業財団 高鷲学園、
ガールスカウト大阪府第36団、恵我之荘商店会　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【問合せ】陵南の森図書館　☎ 072-952-2750　FAX 072-955-5015

表紙 裏表紙

全面広告

スポンサー名

◇たけのこくんグッズのデータがダウンロードできます
図書館ウェブサイトの「たけのこくんグッズ」コーナー
では、オリジナル素材のデータがダウンロードできます。
印刷してご自由にお使いください。
ただいま公開中のデータ　たけのこくんぽち袋・卓上
カレンダー・ブックカバー・折り紙しおり他今月の休館日は 2 月28 日㈬　図書の返却はブックポストをご利用ください。
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≪バイクや軽自動車などの異動申告≫
　軽自動車税は、4月1日現在登録されている所有者（使用者）
に課税されます。バイクや軽自動車などを廃車・名義変更する場
合や、所有者（使用者）が車両を持って転出する場合は、右表の
区分により手続きをしてください。（4月2日以降に廃車や名義変
更により譲渡した方は、令和6年度の軽自動車税がかかりますの
でご注意ください。）
※�市役所の手続きで必要書類がご不明な場合は、市ウェブサイトを
ご確認いただくか、税務課までお問い合わせください。
※�盗難にあった場合は、ただちに警察署へ盗難届を出していただき、
発行される受理票を持参のうえ税務課まで届け出てください。
※ �3月下旬は窓口が大変混雑することが予想されますので、余裕
をもってお手続きください。

≪市・府民税の申告≫　�令和 6 年度の申告受付を行います。郵送による提出も可能です。
　［受　付］2 月 16 日㈮～ 3 月 15 日㈮　※㈯㈰㈷を除く  9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00
　［会　場］市役所本館 1 階ロビー　　［郵送先］〒 583-8585　誉田 4-1-1　税務課市民税担当 宛
　　①申告に必要な書類等を必ずご持参ください。　（例）給与・年金の源泉徴収票、生命保険などの控除証明書
　　②医療費の申告をされる方は合計額計算および明細書をご準備ください。
　　※�市・府民税に関連した各種証明書発行や、国民健康保険証・後期高齢者医療被保険者証などの交付、介護保険料・保育園および幼稚園の

保育料の算定などに申告が必要です。また、申告書が届いた方で前年中に無職、無収入の方も申告にご協力ください。
　　※�上場株式等に係る配当所得等および譲渡所得等の課税方式選択が所得税の確定申告のみで申告手続きが完結するよう簡素化されました。

詳細は、市ウェブサイトをご確認ください。
　　※�ご自身で作成された所得税の確定申告書は、市・府民税の申告期間中、市役所本館1階ロビーの受付会場でお預かりし、富田林税務署へ

お届けします。
◦申告が必要な方
　�本市在住（令和6年1月1日現在）で、前年中に所得があり、所得税の確定申告書提出義務のない方や勤務先から給与支払報告書が提出さ
れていない方。
　（例）●2カ所以上から給与の支払いを受けていた方。●公的年金受給者で年金以外に収入がある方。●公的年金受給者で各種控除を受けようとする方。
　※�ワンストップ特例制度を適用されている場合であっても、医療費等があり申告を行う場合は、ふるさと納税寄附分（ワンストップを含む）
も併せて申告する必要があります。

≪市・府民税申告書≫
　前年中に市・府民税申告を行った方を対象に、令和6年度市・府民税申告書を送付いたします。申告書は下記の方法でも取得できます。
●税務課窓口、支所または申告会場へ来庁 ●市ウェブサイトより申告書をプリントアウト ●郵送（税務課市民税担当へお問合せください。）
また市ウェブサイトより市・府民税申告書が作成できます。
詳細は「羽曳野市 税額シミュレーション」と検索してご覧ください。

市府民税、軽自動車税の申告など

申告区分 受付場所 必要な書類・問合せ先

原動機付
自転車
など

市役所税務課
（本館1階8番窓口）

申告済証・ナンバープレート・譲渡証
明書（名義変更の場合）・届出者の本
人確認書類・委任状（同一世帯の親族
以外が申請する場合。同一世帯でも転
出している場合は委任状が必要。）

軽二輪
小型二輪
など

近畿運輸局 大阪運輸支局　和泉自動車検査登録事務所
（和泉市上代町官有地）にお問い合わせください。

☎050-5540-2060

軽自動車
軽自動車検査協会　大阪主管事務所和泉支所

（和泉市伏屋町1-13-3）にお問い合わせください。
☎050-3816-1842

※�一部の三輪・四輪の軽自動車については、令和 6 年度から税額が変わる場合が
あります（重課等）。詳細は、市ウェブサイトをご確認ください。

[ 開設期間 ] 2 月 16 日㈮～ 3 月 15 日㈮ ※㈯㈰㈷などを除く（2 月 25 日㈰は開設）
[ 受付時間 ] 9:00 ～ 16:00  ご注意ください！
　・入場には「入場整理券」が必要ですので、国税庁ウェブサイトで詳細をご確認ください。
　・混雑状況によっては、早めに相談受付を終了する場合があります。　・富田林税務署内には、確定申告会場は開設しておりません。
●確定申告は『e-Tax』をご利用ください
　「医療費控除」やふるさと納税の「寄附金控除」などの申告に当たっては、簡単・便利なスマートフォンを利用した申告をお勧めします。
　確定申告書の作成に当たっては、国税庁ウェブサイト「確定申告書等作成コーナー」の画面案内に従って入力すれば自動計算され、作成した
申告書はスマートフォンを利用して簡単にe-Tax送信 (提出 )することができます。
　なお、マイナンバーカードを使用して、マイナポータルにログインしていただくことで、医療費やふるさと納税などの情報が自動入力される
ため、より簡単に確定申告を行っていただくことが可能です。�
●令和 5 年分の申告期限、納期限などについて

●国税のスマートフォンアプリ納付が利用可能です
　6つのPay払いから納付手続きが行えます。国税庁ウェブサイトで詳細をご確認ください。 ■ ■ 問問問問 富田林税務署　☎0721-24-3281

所得税の確定申告会場は「すばるホール 3 階（富田林市）」

■ ■ 問問問問 税務課　課税総務担当

■ ■ 問問問問 税務課　市民税担当

■ ■ 問問問問 税務課　市民税担当

税目など 申告および納期限 口座振替

申告所得税および復興特別所得税 令和6年3月15日㈮
確定分 令和6年4月23日㈫
延納分 令和6年5月31日㈮

個人事業者の消費税および地方消費税 令和6年4月1日㈪ 令和6年4月30日㈫
贈与税 令和６年3月15日㈮ －
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スケジュールなどの詳細は、センターニュース「てとてと」または、「市ウェブサイト」内、子育て支援センターのページをご覧ください。

種類 日程 対象児

4カ月児
健康診査

2月 9日㈮ 令和 5年 10月 1日～ 18日
2月 16日㈮ 令和 5年 10月 19日～ 31日
3月 15日㈮・22日㈮ 令和 5年 11月生まれ

1歳 6カ月児
健康診査

2月 26日㈪・27日㈫ 令和 4年 7月生まれ
3月 25日㈪・26日㈫ 令和 4年 8月生まれ

2歳 6カ月児
歯科健康診査

2月 13日㈫・14日㈬ 令和 3年 8月生まれ
3月 12日㈫・13日㈬ 令和 3年 9月生まれ

3歳 6カ月児
健康診査

2月 2日㈮・6日㈫ 令和 2年 8月生まれ
3月 1日㈮・5日㈫ 令和 2年 9月生まれ

乳幼児健康診査（場所：保健センター）
健診日2週間前までに通知が届いていない方はご連絡ください。

«広場 » ㈪～㈮ 10:00 ～11:30 ※㈷除く

子育て支援センター いちご
ぶどう
ばなな

0歳児（令和4年 4月2日生まれ～）
1歳児（令和3年 4月2日～令和4年 4月1日生まれ）
2・3歳児（平成31年 4月2日～令和3年 4月1日生まれ）

子育て支援子育て支援すくすくすくすく

お母さんと乳幼児 こども家庭支援課 母子保健担当　☎ 072-947-3888（直通）

電話・対面相談（育児相談・栄養相談）
［電話］平日9:00～17:00［対面］平日10:00～16:00
■■対対■■象象 � �象象象象乳幼児の保護者 ※対面は要予約

はじめての育児交流会
体重計測、助産師や保健師による育児相談、保護者同士での情報交
換、絵本や遊びの紹介など。
■■とと■■きき  象象3月 18日㈪ 14:00 ～ 16:00 ※要予約
■■対対■■象象  象象生後3カ月までの乳児と保護者　■■場場■■所所  象象保健センター3階

妊婦歯科健康診査（問診・歯科健康診査・歯科保健指導）
妊娠するとホルモンバランスの変化やつわりなどによってむし歯や歯
周病が発生・進行しやすくなります。歯周病は早産や低体重児出産
などと関係すると言われています。口腔ケアは家族の健康を支えます。
この機会にお口の相談をしてみませんか。
■■対対■■象象 � �象象象象妊婦（妊娠週数16～ 27週に受けることが望ましい）
【実施医療機関】妊婦歯科健康診査受診券の裏側（ピンク色のハガキ）参照

オンライン相談（妊娠・出産に関する相談・育児相談・栄養相談）
■■とと■■きき  象象平日10:00 ～ 16:00
■■対対■■象象  象象妊娠中の方・妊娠を希望する方・乳幼児の保護者
■■申申■■込込   象象相談希望日の 1週間前までに、市ウェブサイトの「オンライン
手続きサービス」または母子の健康・子育ての「オンライン相談」
から申請してください。

子育て支援センターむかいの　向野523（向野こども園旧園舎1階）　☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361

みんなの広場 ㈪㈭㈮ ［誕生会］22日・26日［休み］1日・2日 いちご広場 ㈫ ［計測］13日［教室］20日触れ合い・運動遊び
  ※完全入替２部制（9:30～10:30/11:00～12:00）

ぶどう広場 隔週㈬ ［教室］7日リズム遊び［計測］21日 ばなな広場 隔週㈬ ［計測］14日・[教室 ]28日リズム遊び
おはなしの広場 5日㈪ 双子・年子の広場 2日㈮
午後開放 ㈪㈫ 13:30 ～ 15:30 フリーデー 19日㈪10:00～15:30（お好きな時間にどうぞ）

子育て支援センターふるいち　古市4-2-9（古市複合館）　☎072-958-3308　FAX 072-958-3350

みんなの広場 ㈪㈫㈮ ［計測・誕生会］9日・13日
［休み］6日・20日・27日 いちご広場 ㈬ ［計測］7日・14日　［誕生会］14日

※完全入替２部制（9:45～10:45/11:00～12:00）
ぶどう広場 隔週㈭ 15日・29日［教室］15日ひなまつり制作 ばなな広場 隔週㈭ 1日・22日教室］22日ひなまつり制作
おはなしの広場 26日㈪ 双子・年子の広場 27日㈫
午後開放 ㈭㈮ 14:00 ～ 16:00 フリーデー 16日㈮10:00～ 16:00（お好きな時間にどうぞ）

あそびの広場(人形劇) 3月 6日㈬ 10:00 ～ 11:30　申込 :2 月 19日～　電話か窓口

子育て講座 ( 音楽をたのしもう ) 20日㈫① 10:00 ～ 10:40　② 10:50 ～ 11:30 　申込 :5 日㈪～ 9日㈮ 電話か窓口　※市民に限る対象 :① 0～ 1歳半未満の子どもとその保護者　②1歳半～就学前の子どもとその保護者　定員 :各 13組
こもも教室

(保健師の話と助産師によるベビータッチング)
3 月 1日㈮・4日㈪ 10:00 ～ 11:30　2回連続講座　申込 :2月 13日～　電話か窓口　定員：7組程度
対象 : 羽曳野市在住の主に4～ 6カ月の赤ちゃんとその保護者 (それ以外は要相談 )

＜はびきのファミリー・サポート・センター　協力会員募集中＞　子育て世代のご家庭のお手伝いをしてくださる有償ボランティアさんを募集しています。
　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　■問問問問問問問問問問問問問問問 問問問問問問問問問問問問問問問  �子育て支援センターふるいち内　古市4-2-9　☎072-956-4943

NPO 法人 南河内こどもステーション　市役所南側 ☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。
【冬のデイキャンプ】11日 ( 祝・日 )10:00 ～ 13:00　■■場場■■所所  所所れんげ農園
【おやおやくらぶ】2日㈮「うた・絵本・エプロンシアターなど」・16日㈮「おしゃべりサロン」
【みんなの食堂】毎週㈮17:30 ～ 19:30・毎週㈯ 11:00 ～ 13:00　■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます
【みんなの居場所】㈪～㈯10:00 ～ 16:00　■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます
【一時保育（要登録）】㈪～㈮10:00 ～ 16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷時間外応相談）　■■￥￥   象象乳幼児1時間 500円～
【やってみようくらぶ】毎週㈯「思考力・図工・英語・パソコンくらぶ」（24日㈯ 11:00 ～ 12:00 科学であそぼう）
【かわいい習字教室】毎週㈮16:30 ～ 17:30 文字や絵など習字を学ぼう (毛筆・こう筆 )
【人形劇団京芸「ぶんぶくちゃがま他」】23日 ( 祝・金 )開演 13:00 [ 場所 ] 羽曳野市民会館 3階 併設 10:30 ～ゲームコーナー他

マタニティ交流会
妊婦さん同士での情報交換、妊娠中の体調や出産準備などについて
助産師・保健師といっしょに話してみませんか。
■■とと■■きき  象象2月 20日㈫ 14:00 ～ 16:00 ※要予約 ※上の子の保育なし
■■対対■■象象 � �象象象象妊娠36週未満の妊婦さん (妊娠 36週以降の方はご相談ください )
■■場場■■所所  象象市役所　別館２階プレイルーム
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養育支援訪問事業
妊娠・出産・育児期に育児の不安やストレ
スなどを抱え、他からの支援が期待できない
家庭を支援します。

児童虐待の疑いなど‟おかしい”と思ったら
■■とと■■きき ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く

子育て電話相談［子育てで気になること］
■■とと■■きき  きき平日・㈯13:00 ～ 17:00
■■場場■ ■ 所所所所 NPO法人南河内こどもステーション
■■問問 羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎072-957-1114
児童相談所虐待対応ダイヤル
☎189（いちはやく）
※365日 24時間対応、通話料無料

21 時まで子育て相談を受ける窓口
子育てに対する不安や困難さを
抱えているが、市役所の開いて
いる時間に相談の電話をするこ
とが難しく、「相談したいが、相談する場
所がない」という方を対象とした窓口です。
■■とと■■きき ㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00 ※㈷除く
■■申申■■込込 �市ウェブサイトの予約フォームから希

望日時を予約

こども家庭支援課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837（直通）

つどいの広場事業（2 月）公立教育・保育施設の子育て支援　～育児相談など、詳しくは各園に問い合わせ～
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん《2 月》

古 市 幼 稚 園［958-3359］ ■ ■ 未未未未 28日㈬ 9:30 ～ 10:30
古市南幼稚園［958-7616］ ■ ■ 未未未未 20日㈫ 9:30 ～ 10:30
駒ヶ谷幼稚園［958-8776］ ■ ■ 未未未未 15日㈭ 9:30 ～ 10:30
西 浦 幼 稚 園［958-3538］ ■ ■ 未未未未 19日㈪ 9:30 ～ 10:30
羽曳が丘幼稚園［958-7201］ ■■未未 20 日㈫ 9:30 ～ 10:30
埴生南幼稚園［957-0212］ ■■未未 19日㈪ 9:30～ 10:30■■園園 20日㈫14:00～ 15:00
埴 生 幼 稚 園［955-1062］ ■■園園  未未2日㈮14:00～15:00■ ■ 未未未未 20日㈫ 9:30 ～ 10:30
◎高鷲南幼稚園［955-1624］ ■ ■ 未未未未 2日㈮ 9:30 ～ 10:30
こども未来館たかわし［955-0730］向野こども園［953-2071］

 ■ ■園 園園 園  園園毎週㈫㈭
 　 10:00 ～ 11:00下 開 保 育 園［958-3318］ 軽 里 保 育 園［958-3338］

はびきの保育園［958-3328］
■■園園＝園庭開放　■■未未＝未就園児教室　■■持持■■物物  物物着替え・タオル・水筒・（幼稚園のみ上靴）
■■対対■■象象  象象未就園児と保護者　◎印の園は令和6年度入園予定の方のみ
※中止になる場合がありますので、事前に各園へお問い合わせください。

社会福祉法人 あすなろ
手をつなぐ子育て（くるみ共同保育園）
壺井508-1　☎ 072-957-3282
FAX 072-958-4089
【園庭開放】㈫㈬㈭10:00 ～ 16:00
【親子リズム】8日㈭ 10:00 ～ 11:00
対象 :1 歳以上で歩行の確立している子ども
定員 :10 名　申込 : 電話にて受付
持物 :着替え

NPO 法人 つどいの広場 カンナ
高鷲5-422-22☎・FAX 072-939-1625
【開放時間】㈪㈬㈮10:00 ～ 16:00
【節分遊び】2日㈮
【ポップコーンを作って食べよう】9日㈮
【ひなまつり制作】16日㈮
いずれも10:00 ～ 12:00

民間教育・保育施設の子育て支援　～詳しくは、各園に問い合わせ～
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高 鷲 保 育 園［953-3883］ 毎週㈪～㈮ 10:00 ～ 12:00 ※雨天中止
さかとがはらこども園［956-6246］ 第 2・4㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
明の守こども園［954-9630］ 園庭工事の為、中止
誉 田 保 育 園［958-2525］ 10日㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
郡 戸 保 育 園［938-5280］ 第 2㈫ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
高屋保育学園［957-1234］ 毎週㈫㈭ 14:30 ～ 15:45 ※雨天中止
四天王寺悲田院こども園［957-7517］㈫・㈮ 10:00 ～ 11:00 ※ 23日㈮除く
あおぞら保育園［950-1105］ 第 4㈭ 10:00 ～ 11:00
ベビーハウス社協［930-0240］ －
○車での来園はご遠慮ください。　○育児相談は開園中常時行っています。

病後児保育（0 歳～学童）

利用
時間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）
※カッコ内は延長可能時間
［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■ ■ 込込込込 ㈪～㈮9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥ 1 人 1日 1,000 円（延長 30分 300円）
※非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2人目以降の子ども半額。
■■問問 �NPO法人サポートネットワーク ぬくもりあいあい保育園（向野2-8-2［埴生診療所敷地内］）
☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

NPO 法人 サポートネットワークぬくもり
あいあい保育園
向野2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎072-937-0016 FAX 072-937-5716
あいあいルーム 2 月

【おもしろ歯医者さんのためになる話】
9日㈮ 10:30 ～ 11:30

【えほん・あらかると】
13日㈫ 10:30 ～ 11:30

【ホップ・ステップ・リトミック】
27日㈫ 10:30 ～ 11:30

【就労相談（子育て中の再就職）】
第2㈫ 11:00 ～ 12:00

【子育て何でも相談】
平日10:00 ～ 16:00（電話可）

四天王寺悲田院 地域子育て支援センタ
ーぼのぼ　学園前6-1-1
☎072-957-7517 FAX 072-950-3457
◦前日までに電話にて要予約
【 0 歳 サ ロ ン 】 
　　 ねんね組 14日㈬ 13:30 ～ 14:30
はいはいよちよち組14日㈬10:30～ 11:30

【1 歳親子教室】19日㈪ 10:30 ～ 11:30
【2・3歳親子教室】21日㈬ 10:30 ～ 11:30
【すこやか広場】16日㈮ 10:30 ～ 11:30

※予約不要、ご自由にご参加ください。
【あかちゃん広場】
5日㈪・28日㈬
　　10:00 ～ 11:00/13:30 ～ 14:30

【お絵描きの日】2日㈮ 10:00 ～ 11:00
汚れてもいい服でお越しください。

【リズムの日】9日㈮ 10:00 ～ 11:00

㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00
子育てに関する悩み・相談は随時受け付
けております。

白鳥児童館 
☎ 072-957-4900　
翠鳥園 2-9-101 ※駐車場なし
室内でおもちゃ遊び、広場で砂
場遊びなど。
ご自由にお越しください。
【利用時間】㈪～㈯ 10:00 ～
12:00/13:00 ～ 17:00

子育て広場にお子さまと一緒に遊びに来ませんか？
絵本の読み聞かせ・おままごと・季節の工作・園庭遊びなどをしながら楽しい時間を過ごしましょう。
保育士、臨床心理士、社会福祉士に子育てに関するさまざまな相談もできます
■■とと■■きき 2 月 20日㈫ 10:00 ～ 11:30　■■場場■■所所�羽曳野荘多目的ホール　■■￥￥ 無料
■■問問児童養護施設羽曳野荘中條・西岡　☎ 956-2102　FAX 956-2620
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健康増進課（保健センター）の検診（健診）や教室の申込など　☎072-956-1000
●検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAXでの申し込み不可。
●詳しくは「健康だより」、市ウェブサイトをご覧ください。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康

各種教室（予約制・随時受付中）

■■場場■■所所  所保健センター　■■￥￥   ￥￥無料
■■対対 ■■象象  �所所羽曳野市民
　　　　★学ぶで～睡眠障害
■■とと■■きき   象象2月 21日㈬ 13:50 ～ 15:30
　　 （13:40から受付）
■■講講■■師師   象象谷野 彩 医師
　　 （羽曳野市医師会 丹比荘病院）

★学ぶで～リズム筋トレ ( 運動講座 )
■■とと■■きき   象象3月 8日㈮ 10:00 ～ 12:00
　　 （9:30から受付）
■■講講■■師師   象象健康運動指導士（医療法人はぁ
とふる Eudynamicsヴィゴラス）
※詳細は市ウェブサイト、チラシをご覧
ください。

がん集団検診（予約制）　« 令和 6 年 2 ～ 3 月分の申込受付中 »

その他の日程、検診についての詳細は
「令和5年度羽曳野市健康だより」または市ウェブサイトを参照。

胃がん検診 / 肺がん検診（結核健診含む）/ 大腸がん検診 ( 集団検診 )
■■対対■ ■ 象象象象 1984年 3月 31日以前生まれの市民　■■￥￥ 無料
※ 65歳以上の人は、年 1回結核健診を受けることが法律で義務付けられています。ただし、
他に受診機会のある方は受ける必要はありません。

［保健センター］ 2月 7日㈬・2月 15日㈭・
3月 1日㈮・15日㈮

［コロセアム ］ 2月 26日㈪
［ 陵 南 の 森 ］ 3月 7日㈭

［ 石 川 プ ラ ザ ］2月 1日㈭ ［市役所別館］  3月 10日㈰

乳がん検診対対
■■対対■ ■ 象象象象 1982年以前の西暦偶数年生まれの女性
■■￥￥   象象1,000 円 (1982 年生まれと生活保護受給者は無料＜当日受給証明書が必要＞ )
子宮がん検診
■■対対■ ■ 象象象象 2002年以前の西暦偶数年生まれの女性　■■￥￥   象象無料
※受診券は3月下旬に発送しています。お手元にない方は健康増進課 (保健センター )までご
連絡ください。※ 80歳以上で乳がん・子宮がん検診を希望される方は健康増進課までご連
絡ください。

［保健センター］ 3月 19日㈫ ［コロセアム ］ 2月 5日㈪

＜乳がん・子宮がん検診・成人歯科健診・骨粗しょう症検診受診券について＞
使用期限は令和 6 年 3 月 31 日までです。年度末は混み合いますので早めに
受診しましょう。お手元にない方はご連絡ください。ウェブサイトからでも再
交付できます。 

受診券 (ハガキ )の対象者

乳がん検診 1982年以前の西暦偶数年生まれの女性　
(オレンジ色・1982年生まれの方のみ黄色のハガキ )

子宮がん検診 2002年以前の西暦偶数年生まれの女性 (オレンジ色のハガキ )

成人歯科健診 平成9・昭和 62・57・52・47・42・37・32・27年
生まれの市民 (圧着ハガキ )

骨粗しょう症検診 昭和57・52・47・42・37・32・27年生まれの女性
(水色のハガキ )

※ 80歳以上の方で乳がん・子宮がん検診を希望される方は健康増進課までご連絡ください。

医師講座

定期健康相談・栄養相談 
※予約制　2 月19 日㈪午前中

毎月19 日は食育の日
家族で食事を楽しみましょう

上記QRコードから食育だよりをご覧いた
だけます。隔月で発行しています。

がん患者医療用ウィッグ
乳房補正具購入費用助成事業
がん患者の方の身体的・精神的な負担や社
会生活上の不安を和らげるため、医療用ウ
ィッグ（かつら）と乳房補正具購入費用の
一部を助成します。

＜受診券再交付申請書＞

広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449

広 

告
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HIV・梅毒即日検査（無料・匿名可）◦梅毒検査はHIV検査と同時に行う場合無料　◦結果は1～2時間後　第2・3㈬9:30～10:30
こころの健康相談（無料・予約制）こころの病気、 アルコール依存症などの相談に精神科医、 精神保健福祉相談員が応じます。
医療機関に関する相談（無料）　㈪～㈮9:15～12:15/13:00～16:00

生活衛生室　☎ 072-952-6165
水質検査（有料・予約制）　飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水
腸内細菌検査（有料）　赤痢菌・チフス菌・パラチフスA菌・サルモネラ属菌・腸管出血性大腸菌O157㈪～㈬9:30～12:00
ぎょう虫卵検査（有料・予約制）　㈪～㈭9:30～12:00
※祝日などの関係で受付のない日があります。詳しくお問い合わせください。

藤井寺保健所からのお知らせ ☎072-955-4181　藤井寺市藤井寺1-8-36

休日急病診療所（内科・小児科・歯科） 小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
［診療日］㈰㈷、年末年始（12月30日～1月3日）
［診療時間］10:00 ～12:00／13:00 ～16:00

［診 療日］㈯㈰㈷、年末年始（12月30日～1月3日）
［診療時間］18:00 ～22:00（受付17:30 ～21:30）

※8時（夜間診療は15時）の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特別警報」のいずれかが発表されている場合は休診、
8時（夜間診療は15時）以降に発表された場合は、その時点で休診。※来院時は、必ず事前にお電話ください。　
※受診時はマスクを着用ください。 ※各種医療証（こども医療証など）は必ずご持参ください。

小児救急電話相談　☎＃ 8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）　☎ 06-6765-3650（IP電話・ダイヤル回線など）
救急安心センターおおさか☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・携帯電話・PHS） ☎ 06-6582-7119（固定電話【ダイヤル回線】・IP電話）

市立休日急病診療所 誉田4-2-3　☎072-956-1000（保健センター2階）

令和 5年秋開始接種について特例臨
時接種の実施期間 ( 無料で接種でき
る期間 )は令和 6 年 3 月 31 日まで
です。

新型コロナウイルスワクチン接種

現在 ( 初回接種～令
和 5 年秋開始接種 ) 令和 6 年度から

対象者 生後6カ月以上
① 65歳以上の高齢者
② 60 ～ 64 歳で重症化
リスクの高い方

接種時期 令和6年 3月 31日まで 秋冬を想定 (年に 1回 )

自己負担 なし あり

※令和6年度からは、季節性インフルエンザの予防接種と同様になります。
※最新情報は市ウェブサイトでご確認ください。
■■問問  問問健康増進課 新型コロナワクチン担当　☎072-957-3320

( 令和 5年 12月 18日時点の情報 )

« 浄化槽の適切な維持管理を »
大阪府では、2月を「生活排水対策推進月間」と定め、各家庭から
排出される生活排水の適正処理を進めています。浄化槽をご使用の
方は、保守点検と清掃にあわせて、知事指定検査機関（一般社団法
人 大阪府環境水質指導協会 ☎072-257-3531）が実施する浄化槽
法に基づく定期検査を年1回、受ける必要があります。

藤井寺保健所生活衛生室衛生課　☎072-952-6165

« 市立休日急病診療所よりお知らせ »
　休日急病診療所で実施しています「歯科診療」については、令和6年3月末をもって終了いたします。令和6年4月以降は「内科・小児
科のみの実施となります。
　なお、休日などに緊急で歯科診療の医療機関をお探しの場合、大阪府医療機関情報システムや一般社団法人大阪府歯科医師会ホームページ
(休日・夜間緊急歯科診療案内 )をご確認ください。

大阪はびきの医療センター　府民公開講座
「羽曳野からだ塾」　丈夫な体づくりを目指そう
日時：3 月 2 日㈯ 14:00 ～ 16:00　
会場：大阪はびきの医療センター 3 階 講堂 ( はびきの 3-7-1)
定員：先着 100 名　費用：無料
①骨粗しょう症～あなたの骨は大丈夫？～
　整形外科 / リハビリテーション科 主任部長 塚本 泰徳先生
②「100 歳まで歩ける！」を目指した体づくり～筋肉・骨を強くする食事～
　栄養管理室 総括主査 中村 祥子先生
③転倒予防体操について
　リハビリテーション科 理学療法士 河津 達也先生　
＜申込方法＞
3 月 1 日㈮までに、電話または QR コードより　

「参加申し込みフォーム」にてお申し込みください。
※手話通訳があります。 ※駐車場無料 ( 駐車券を会場までお持ちください )

【申込・問合せ】大阪はびきの医療センター事務局　総務グループ
　　　　　　　　　☎ 072-957-2121( 代 )( 平日 9:00 ～ 17:00)

<参加申込フォーム>

働く世代のフレイル予防
2月1日は「フレイルの日」。
フレイルを知って、早くから予防に取り組むことが
大切です。バランスよく食べ、楽しく運動、たくさ
ん笑って、みんな一緒にフレイル予防！

大阪府健康医療部健康推進室健康づくり課　☎06-6941-0351
＜大阪府ウェブサイト＞
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市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容等をお伝えください。

－ 制度・お知らせ －  

「大阪防災アプリ」活用のお願い

大阪府域や羽曳野市の気象注意報や
警報、地震・津波・台風に加え、熱
中症や線状降水帯、自治体からの避
難情報等、多様な防災情報に対応。
日常の雨雲の状況やもしもの時のハ
ザードマップ、災害時における避難
所への経路を確認できるほか、スマ
ートフォンのＧＰＳ機能を利用して、
大阪府内どこでも、現在地の防災情
報等をプッシュ通知で受け取れます。
大阪防災アプリをぜひ、ご活用くだ
さい。
■■問問  問問危機管理課

高額医療・高額介護合算制度

高額医療・高額介護合算制度は、世帯で1年間（令和4年8月 1日～令和5
年7月31日）に支払った医療保険と介護保険の自己負担金の合計額が、自己
負担限度額（下表）を超えた場合に、申請に基づき、その超えた額が支給され
るものです。大阪府後期高齢者医療広域連合から、支給の対象となる被保険者
の方に、お知らせと支給申請書が送付されますので、同封の返信用封筒で、必
要事項をご記入の上、大阪府後期高齢者医療広域連合あてに返送してください。
申請方法、支給対象者などのご不明な点につきましては、お問い合わせください。

課税
状況 所得区分

後期高齢者
医療制度に
おける負担割合

自己負担限度額［年額］
（医療保険＋介護保険）

課税
世帯

現役並み
所得者

課税所得690万円以上 Ⅲ
3割

212万円
課税所得380万円以上 Ⅱ 141万円
課税所得145万円以上 Ⅰ 67万円

一般
Ⅱ 2割

56万円
Ⅰ 1割

非課税
世帯 低所得

Ⅱ
1割

31万円
Ⅰ 19万円（※）

（※）�低所得Ⅰで介護サービス利用者が複数いる世帯の場合、介護支給分については、
低所得Ⅱの自己負担限度額 31 万円が適用されます。

■■問問  問問大阪府後期高齢者医療広域連合給付課　☎06-4790-2031

教えて消費生活 Q&A
　～中古車のキャンセル料～

Q.中古車販売Ａ店で希望する車を見
つけたのでローンで契約。翌日Ｂ店に
行ったらもっと安かったので、Ａ店に
解約を伝えたところ契約額200万円
の15％の30万円をキャンセル料とし
て請求された。高すぎないか。
A.新車を契約しても納車が1年先に
なってしまう等の理由で中古車を
求める人が増えていますが、以下の点
に注意が必要です。
★自動車の契約はクーリングオフが
できません。
★契約成立後、通常は一方的な解約
はできません。
なお、キャンセル料等は注文書（契
約書）の裏面の約款に書かれている
場合が多いです。
上記の事例では、たとえ注文書（契
約書）に解約料の記載があったとし
ても、平均的な損害を超えるような
解約料については法律の規制がある
ので、請求通りに払わず減額交渉し
てみる余地があるでしょう。
【消費生活相談】㈪～㈮
10:00 ～12:00/13:00 ～15:30
まずは電話で問い合わせください。
■ ■ 問問問問 消費生活センター（市役所本館２階）
☎072-947-3715（直通）

民間賃貸住宅の原状回復トラブルを
防止するために

民間賃貸住宅の退去の際に、損耗な
どの補修や修繕の費用を貸主、借主
のどちらが負担するのかといった原
状回復をめぐるトラブルが発生して
います。大阪府版ガイドラインでは、
トラブルの未然防止・解決に役立つ
情報や相談窓口を掲載しています。
「大阪府 原状回復ガイドライン」で
検索ください。
■■問問  問問大阪府居住企画課
☎06-6210-9707

支　所
☎072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの （生活文化情報センター）
☎072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館 （西浦）
☎072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）
☎072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター （休日急病診療所）
☎072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ （中央スポーツ公園）
☎072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館 （峰塚公園管理棟）
☎072-942-6647
道の駅 しらとりの郷・羽曳野総合棟
（休業日：㈭・年末年始）
☎072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎080-7536-7898　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎072-976-3333　℻ 072-976-3331
健康ふれあいの郷 グラウンド・ゴルフ場
（休業日：㈭・年末年始）
☎072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート （土・日・祝日のみ）
☎072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、 図書館だよりの
ページをご確認ください。
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就学通知書を送付しました

４月から小学校・中学校・義務教育
学校に入学予定の児童生徒がいるご
家庭に、就学通知書を1月下旬に発
送しました。通知書が届かないとき、
住所異動したとき、国立・私立学校
などに入学されるときは、学校教育
課まで必ずご連絡ください。
■■問問  問問学校教育課 ☎072-947-3907（直通）

出産・子育て応援交付金支給方法変更

妊娠届出や出生届出を行った妊産婦等
に対し、出産育児関連用品の購入や子
育て支援サービスの利用にかかる負
担の軽減を図る経済的支援について、
令和５年２月１日（出産応援給付金：
５万円相当：母子手帳交付時面談日、
子育て応援給付金：５万円相当：出産
日）から電子クーポン等にて給付をお
こないます。
■■問問  問問こども政策課 ☎072-947-3836（直通）

令和 5 年度　羽曳野市実費徴収に係る補足給付申請

市内在住で、子どもが未移行の幼稚園に通っている、次に該当する保護者は、
支払った給食費のうち副食材料費（おかず・おやつなど）が月額4,700円まで
補助されます。※実際に支払った副食材料費（月額）または月額上限額4,700
円のいずれか少ない金額
■■対対■■象象①世帯（父母など）の市町村民税所得割課税額の合計額が77,101円未満
である場合（年収360万円未満相当世帯）
※令和5年4月から8月分までは、令和4年度（令和3年1月～12月までの所得）
の市町村民税所得割課税額をもとに給付対象者を算定
※令和5年9月から令和6年3月分までは、令和5年度（令和4年1月～12
月までの所得）の市町村民税所得割課税額をもとに給付対象者を算定
②世帯の所得にかかわらず、小学校3年生以下の子どもから数えて、対象園児
が第3子以降の場合
③生活保護世帯や里親等の市町村民税非課税に準ずる世帯に該当する場合
■■申申■■込込 下記3点をこども保育課へ提出してください。（3月29日㈮まで）
①羽曳野市実費徴収に係る補足給付申請書（償還払い用）
②副食材料費の領収書
③市町村民税課税証明書※令和4年1月1日及び令和5年1月1日時点で羽
曳野市外に在住の方のみ
■■問問  問問こども保育課　給付担当　☎072-947-3835（直通）

令和 6 年度　子育てのための施設等利用給付認定の申請受付案内

■令和6年度　子育てのための施設等利用給付認定の新規申請受付について
令和6年4月から、3歳児から5歳児 (0歳児から2歳児までは住民税非課税
相当世帯 )の子どもで、子ども・子育て支援新制度未移行の幼稚園、幼稚園・
認定こども園などの預かり保育事業、認可外保育施設 (企業主導型保育事業を
除く。)、一時預かり事業、病児保育事業、ファミリー・サポート・センター事
業を利用する又は利用予定の子どもは、子育てのための施設等利用給付認定の
申請を行い認定を受けることにより、幼児教育・保育無償化の対象となります｡
【配布場所】
●こども保育課又は通園している施設から案内書等を配布しますので受け取っ
てください｡
※羽曳野市から案内書等を配布していない施設もありますので、その際はこど
も保育課にてお受け取りください｡
●申請書等の提出及び提出期限
①子ども・子育て支援新制度未移行の幼稚園に通園し、預かり保育を利用し
ない子ども (新1号認定 )
→（提出先）通園している幼稚園　　提出期限：幼稚園へご確認ください｡
②子ども・子育て支援新制度未移行の幼稚園に通園し、預かり保育を利用す
る子ども及びその他の施設を利用する子ども (新2号認定・新3号認定 )
→（提出先）こども保育課　　提出期限：令和6年2月1日㈭から
令和6年2月29日㈭まで
■■問問  問問こども保育課　給付担当　☎072-947-3835（直通）

2 月は「児童手当」の支給月です

2月9日㈮に、受給資格者の指定口座
に児童手当（令和5年10月～令和 6年
1月分）を振り込みます。
所得制限額未満
①０歳～３歳未満（誕生日月まで）
　15,000円
②３歳～小学校修了前（第１子・第２子）
　10,000円
③３歳～小学校修了前（第３子以降）
　15,000円
④中学生（一律）　10,000円
所得制限額以上
上記①～④の児童１人あたり5,000円
所得上限額以上
資格消滅となり、支給なし
※出生順位の数え方は、18歳に達し
た日以降の最初の3月31日までの
お子さんのうち最年長の子から「第1
子」として数えます。
■■問問  問問こども政策課 ☎ 072-947-3836（直通）
FAX 072-956-0730

広告掲載に関する問い合わせは  株式会社ウィット  ☎ 072-668-3275
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市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容等をお伝えください。

国保にご加入の 40 歳以上の皆様へ
特定健康診査は受診されましたか？

「生活習慣病を予防・早期発見」す
るために、年度に１回、特定健診を
受診しましょう。また、一部の方に
1月下旬に特定健診受診勧奨はがき
を送付し、2月上旬、委託事業所（株
式会社 現代けんこう出版☎0120-
067-002）から勧奨電話をします。
通院中の方も、全身の健康管理のた
めに特定健診を受診してください。
受診の際には、「特定健康診査受診
券」と「国民健康保険被保険者証」
が必要となります。紛失された場合
は、保険年金課までご連絡ください。
■■問問  問問保険年金課 保健事業担当

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

2 月は「生活排水対策推進月間＆大
和川流域水質改善強化月間」

生活排水をできるだけ汚さずに流す
ために、すぐに取り組むことができ
る「食器や鍋の汚れはふきとってか
ら洗う」「油を捨てる場合は、流さ
ずに新聞紙に吸い込ませる」「洗剤
は適量使う」等の実践にご協力をお
願いします！
■■問問  問問大阪府事業所指導課
☎06-6210-9585

マイナンバーカード申請サポート

顔写真付きのマイナンバーカードを
申請するにあたり、写真撮影から申
請までのサポートを行います。

【常設会場】平日9:00 ～ 17:00
森のゆうびん局（市役所市民課受付）

【出張会場】2 月 3 日㈯・18 日㈰
10:30 ～ 17:00
■■場場 ■ ■ 所所所所 はびきのコロセアム
■■持持 ■■物物   きき・個人番号カード交付申請書兼
電子証明書発行申請書（QRコード付
申請書）※市役所、支所で再発行可。
・本人確認書類（免許証、健康保険証など）
■ ■ 問問問問 市民課

マイナンバーカード訪問型出張申請受付

市役所や出張申請サポート窓口へ行
くことが難しい方を有する福祉施設、
企業や団体などの依頼に応じて、市
役所職員などが訪問し、マイナンバ
ーカードの申請を受け付けます。
■■とと■■きき   きき令和5年 10月 16日㈪～
令和6年 3月 19日㈫（㈯㈰㈷除く）
平日 10:00または 13:30を目安に
市内のご希望の場所へ訪問します。

【申込条件】
①�羽曳野市に住民登録のある方で新
規のマイナンバーカードの申請をご
希望の方
②�申請日から2カ月以内に転出・
転居の予定がないこと
③�マイナンバーカードの紛失等による
再交付申請の受付はできません。
④�申請者本人が会場にいること（15
歳未満および成年被後見人の方
は、法定代理人も会場にくること）
⑤�申請希望者に対して、施設等のご
担当者が必要な書類等事前案内を
行っていただけること※本人確認に
必要な書類については、事前にコー
ルセンターにてご確認ください。

■■申申 ■■込込 ご利用日の 10 日前（㈯㈰㈷
除いた日数）までにお電話ください。
※個人による申し込みは対象外
■■問問   問問予約コールセンター
☎ 050-3538-4047（9:00～17:30）
※㈯㈰㈷除く

証明書のオンライン申請受付開始

令和 6年 2月 13日㈫からマイナン
バーカードを利用して本人確認を行
い、スマートフォンからオンラインで
申請し、クレジットカードで手数料と
郵送料を支払うことで、住民票の写
し、戸籍証明書などを取得すること
ができます。なお、申請された証明
書は、決済完了後に郵送します。
　申請可能な証明書は、住民票の写
し、住民票記載事項証明書、戸籍（全
部・個人）事項証明書、戸籍の附
票の写し、身分証明書、独身証明書
です。詳細についてはホームページ
をご確認ください。
■ ■ 問問問問 市民課

【日曜窓口】マイナンバーカードの受
け取り・電子証明書の更新手続き
■■とと ■■きき   きき2月 25日㈰ 9:00 ～ 12:00
■■場場 ■■所所  所①市民課　②支所
※受け取り場所については、交付通知書
（はがき）をご確認ください。
【必要書類】

受け取り
・交付通知書（はがき）
・通知カード
・�本人確認書類（運転免許証などの
顔写真つきの書類なら1点、それ
以外の書類は2点以上）

・�住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
電子証明書更新手続き
・マイナンバーカード　・更新通知書
■■問問   問問市民課または支所

高齢者に所得税・地方税法上の
障害者控除対象者認定書を交付

65歳以上で要介護認定を受け身体
や精神に障害のある方が、所定の基
準を満たされた場合に、所得税や市・
府民税の障害者控除を受ける際に必
要となる障害者控除対象者認定書
（無料）を交付します。
■■問問  問問高年介護課 認定担当
☎072-947-3821（直通）

道路占用料の改定 ( 令和 6 年度より)

羽曳野市道路占用料徴収条例の一部が改正
され、道路占用料の額が改定となります。
これに伴い、令和６年４月１日以降は、
新しい占用料の額が適用されます。詳
細は、市ウェブサイトをご覧ください。
■■問問  問問道路公園課

おむつ代（高齢者）の医療費控除

おむつ代の医療費控除を受ける方
は、かかりつけ医師の証明書が必要
ですが、次の要件をすべて満たす方
は、高年介護課で証明書を無料発行
できる場合があります。
■■要要■■件件  きき◦要介護認定を受けており、お
むつ代の医療費控除を受けるのが２
年目以降の方
◦主治医意見書の記載内容におい
て、寝たきり状態かつ治療上おむつ
の使用が必要であると認められる方
■■問問  問問高年介護課 認定担当
☎072-947-3821（直通）

令和 6 年度羽曳野市国民健康保険の
人間ドック

【申請開始】　4月1日㈪
【受診開始】　5月7日㈫（予定）　
申請方法・予約の流れ・自己負担額
は決まり次第お知らせします。
■■問問  問問保険年金課 保健事業担当
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緑を愛し、守り、育てる心を養うことを目的に活動をする子ども達の団体です。
全国では、3,095団体、約32万人が活動しています。みなさんも一緒に活動
してみませんか。
【活動内容】みどりにふれあう活動、キャンプ、
駅前花いっぱい活動、ふれあい学習活動など
■■対対■ ■ 象象象象 市内在住の小学校3年生から中学校
3年生までの男女（令和6年４月２日現在）
■■申申■■込込   問問3月8日㈮まで
□ □ 問問問問 農とみどり推進課
☎072-947-3707（直通）

羽曳野市 緑の少年団 団員募集

■■対対■ ■ 象象象象 市内在住・在勤・在学の方、市内の事業者・法人・その他の団体
■■閲閲■■覧覧   象象市役所情報公開コーナー・支所・各市立図書館・市ウェブサイト

【提出方法】氏名・住所・年齢・電話番号を明記の上、①持参 ②郵送 ③ FAX ④
メールのいずれかで提出ください。（様式不問）
羽曳野市本庁舎建替整備基本計画（案）
■■とと■ ■ きききき 1月22日㈪～2月22日㈭    ■■問問 管財用地課 庁舎整備推進室
℻ 072-958-0212　メール �cityhall-project@city.habikino.lg.jp
※お寄せいただいたご意見については取りまとめの上、本市の考え方とともに市ウェ
ブサイトなどで公表します。氏名などの個人情報については一切公表することはあり
ません。また、ご意見に対する個別回答はいたしませんのでご了承ください。

意見募集（パブリックコメント）
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■■申申 ■ ■ 込込込込 2月 1日㈭～ 2月 26日㈪
詳細は「大阪農大」で検索またはQRコードからご確認ください。
■ ■ 問問問問 大阪府立環境農林水産総合研究所農業大学校　☎072-979-7032

令和 6 年度 大阪農大一般入学試験（二次募集）

羽曳野市 会計年度任用職員 募集　

青色防犯パトロールカー運転手

青色防犯パトロール業務（週5日）・
メール便・その他の巡回業務及び事
務を行っていただく方を募集します。
【勤務時間】㈪～㈮［通常時 7:00 ～
15:15、春、冬休み期間9:00～ 17:15］
【任期】令和6年4月 1日～令和7
年3月31日
■■定定■■員員   込込2人 ( 社会保険・期末手当あり )
■■対対 ■■象象  所普通自動車第一種運転免許保有の方
■■申申 ■ ■ 込込込込 次世代育成課へ申込書を持参。
2月1日㈭～2月9日㈮
■■問問  込次世代育成課

放課後児童支援員・補助員（一般）

【勤務時間】㈪～㈮＋月2回程度土
曜保育［平日 12:45 ～ 17:45、学
校休業日等8:30～ 17:15］
■■任任 ■■期期   象象令和 6年 4月1日～令和7年
3月31日（再度の採用あり）■■定定 ■■員員   込込 7
人程度(社会保険・期末手当あり )
■■対対 ■■象象  所 どなたでも ※資格の有無で報
酬に違いがあります。　■■申申 ■ ■ 込込込込 Web
申込もしくは次世代育成課へ申込書
を持参。　■■問問  込次世代育成課

放課後児童支援員の補助員（スポット）
【勤務時間】平日12:45 ～ 17:45、
学校休業日等8:30～ 17:15、シフト制。
■■任任 ■■期期   象象令和 6年 4月1日～令和7年
3月31日（再度の採用あり）■■定定■■員員   込込 10
人程度(社会保険・期末手当なし )
■■対対 ■■象象  所どなたでも ■■申申 ■ ■ 込込込込 Web申込もし
くは次世代育成課へ申込書を持参。
　■■問問  込次世代育成課

詳細はウェブサイトから
ご確認ください→→→

広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM 総合企画  ☎ 072-275-5449
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告
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市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容等をお伝えください。

はびきのおもちゃ病院

■■とと■ ■ きききき 2月11日㈰9:00～ 12:00
■■場場■■所所 所市役所別館2階
□□問問  問問羽曳野市社会福祉協議会
☎072-958-2315（平日のみ）

－ 催 し －

🎼 ♪羽曳野少年少女合唱団　第33回定期演奏会　～拡がれ歌声の輪～
「私達のレパートリー」

　♪未来が生まれてる　♪ラデッキーマーチ　他

「アニメソングを歌おう」

　♪となりのトトロ　♪ドラえもん　他

「僕の歌・私の歌～みんなが主役」

　♪ドレミの歌　♪ミッキーマウスマーチ　他

「日本の四季を歌う」

　♪オ！ブレネリ　♪トロイカ　他

　今楽しい演奏会にしようと思って一生懸命練習しています。私たちの
歌声の輪が大きく、そして広く拡がりますよう心を込めて歌いたいと思
います。皆様のお越しを団員一同心よりお待ちしています。

【と　き】3月10日㈰13:30（開場13:00）
【場　所】LICはびきの ホールM
【問合せ】合唱団育成会会長（岩崎）　☎090-1075-5835

主 催 　 羽 曳 野 少 年 少 女 合 唱 団 　 羽 曳 野 少 年 少 女 合 唱 団 育 成 会
後 援 　 羽 曳 野 市・羽 曳 野 市 教 育 委 員 会・全 日 本 少 年 少 女 合 唱 連 盟・羽 曳 野 市 合 唱 連 盟

月例・古代史見学会 ※小雨決行

月例見学会
「古市古墳群の小規模古墳を巡る」
■■とと ■■きき   きき2月 11日㈰ 10:00 集合
■■場場 ■■所所  所土師ノ里駅改札前
コース：唐櫃山古墳～鍋塚古墳～八島
塚古墳・中山塚古墳・助太山古墳～盾
塚古墳～東馬塚古墳～栗塚古墳～誉田
丸山古墳～アリ山古墳～東山古墳～西
馬塚古墳～向墓山古墳～野中古墳～浄
元寺山古墳～西墓山古墳～青山 1号墳
（15:30 解散予定・約 7キロ）※帰路
が古市駅ご利用の方は同駅まで会員が同
行します。
古代史見学会 「奈良県桜井市の古
墳満喫ロードを巡る」
■■とと ■■きき   きき3月 23日㈯ 10:00 集合
■■場場 ■■所所  所 近鉄大阪線桜井駅南口・駅
前広場
コース：桜井駅～艸墓 (くさはか ) 古墳
～文殊院東古墳～文殊院西古墳～谷首
古墳～コロコロ山古墳～メスリ山古墳～
兜塚古墳～こうぜ１号墳～秋殿南古墳～
桜井茶臼山古墳～桜井駅
（15:30 解散予定・約 8キロ）
■ ■ ￥￥￥￥ 200円（資料代など）・昼食持参
■■申申 ■■込込  込事前申込不要
■■問問   問問NPO法人フィールドミュージアム
トーク史遊会（至田）
携帯 090-3825-6412
メール shiday@maia.eonet.ne.jp

春の古着市

作業所で働く障害のある人たちの、
よりよい生活づくりのために古着市を
開催します。※物品回収は行いません。
■■とと■ ■ きききき 3月20日㈬10:00 ～13:00
■■場場■■所所  所翠鳥園遺跡公園横空き地
■ ■ 問問問問 ふたかみ福祉会 ☎ 072-959-3221 
FAX 959-3264

羽曳野まち歩きガイドの会 ※小雨決行

月例見学会
「竹内街道周辺の史跡を巡る」
■■とと ■■きき   きき2月 25日㈰ 13:00 集合
■■場場 ■■所所  所古市駅　東広場
コース：日本武尊白鳥陵古墳～軽羽迦
神社～峯ヶ塚古墳～仁賢天皇陵古墳
～竹内街道～野中寺～仲哀天皇陵古
墳～藤井寺駅（16:00 解散予定 )
月例見学会

「長尾街道周辺の史跡を巡る」　
■■とと ■■きき   きき3月 23日㈯ 13:00 集合
■■場場 ■■所所  所恵我ノ荘駅　南広場
コース：河内大塚山古墳～明教寺～吉村
家住宅～陵南の森資料室～雄略天皇陵
古墳～善光寺～津堂城山古墳～藤井寺
駅（16:00 解散予定）
■ ■ ￥￥￥￥ 200円（参加費）
■■申申 ■■込込・込 ■■問問   問問羽曳野まち歩きガイドの会
（細見）携帯 080-5328-1137
メール katu.hosomi@gmail.com

人形げきがやってくる！

昔話で有名な「ぶんぶくちゃがま」が
人形劇になりました。要参加費
■■とと■ ■ きききき 2月23日（祝・金）開演13:00
上演約50分 ■■場場■■所所  所羽曳野市民会館3階
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  問問NPO法人南河内こどもステー
ション ☎ 072-957-1114

大阪府立近つ飛鳥博物館 2 月の催し

Ⅰ . 冬季特別展
 「まくら－古墳時代の石枕と葬送儀礼ー」
令和5年度冬季特別展では常総型
石枕と石製立花を中心に、各地の石
枕、埴製枕、関連資料を紹介し、そ
の盛衰と古墳時代の葬送儀礼につい
て考えてみたいと思います。
■■とと ■■きき   きき1月13日㈯～3月10日㈰
　　場場 10:00 ～17:00( 入館は16:30まで)場場
※�㈪休館（月曜日が祝日の場合は
開館し、翌日に休館）

■■場場 ■■所所  所近つ飛鳥博物館
　　 地階特別展示室
■ �■ �￥￥￥￥￥￥ 一般 650 円、65 歳以上・高
校生・大学生450円

Ⅱ . キャンドルナイト
　　　【冬季特別展コラボ企画】
■■とと ■■きき   きき2月10日㈯11日㈰
17:00～19:00
■■場場 ■■所所  所近つ飛鳥博物館屋上階段広場
18：30まで開館を延長
■ ■ ￥￥￥￥ 無料
Ⅲ . こどもファーストデイ
家族のコミュニケーションづくりを
応援します。色々な工作を自分の
手で作ってみよう。スタンプカード
がいっぱいになると、記念品をプレ
ゼントします。
■■とと ■■きき   きき2月17日㈯13:30～15:00
　　 （随時受付）
■■場場 ■■所所  所近つ飛鳥博物館 1階 ロビー
■ ■ ￥￥￥￥ 100円
Ⅳ . うめまつり
■■とと ■■きき   きき2月24日㈯25日㈰
■■場場 ■■所所  所近つ飛鳥博物館
■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■問問   問問大阪府立近つ飛鳥博物館
（南河内郡河南町大字東山299）
☎ 0721-93-8321
FAX 0721-93-8325

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】
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教室生募集

申込みは窓口まで。詳細はウェブサ
イトでご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
市民会館
☎ 072-958-2311
◦歌声くらぶ（第2火）
◦太極拳 (月2回㈯ )　
◦簡単・健康ヨガ （月3回㈪）
◦歌声コンサート （2/18㈰チケット販売中 )
◦フラワーアレンジメント (3/1㈮ 受付2/2㈮ )
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355
◦女性のための瞑想・癒しヨガ ㈫
◦リフレッシュヨガ ㈬
◦太極拳 ㈬　◦民踊 ㈮
◦はじめてのフラダンス ㈮
◦癒しのストレッチポールとヨガ ㈮
◦手作りパン 2/8㈭
◦歌声くらぶ 2/27㈫
石川プラザ
☎ 072-950-2002
◦健康・美人大学 ㈪
◦楽しい『ZUMBA』ダンス㈫
◦フラダンス ㈫　
◦やさしいヨガ ㈭
◦健康いきいきクラブ ㈭
◦ゆぅ～遊太極拳 ㈮
◦背骨コンディショニング ㈮
◦土曜ベーシックヨガ ㈯
◦出張ネイルサロン 2/22㈭
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553
◦ベビーダンス ㈬
◦キッズ☆ベビーダンス ㈬
◦リフレッシュヨガ ㈪・㈬
◦イブニングヨガ・ナイトヨガ ㈭
◦ストレッチヨガ ㈯◦背すじ美人 ㈫
◦ぱ～ん・pa! パン教室 ㈯
◦書を楽しむ教室 ㈮　◦茶道教室 ㈭・㈯
◦やさしいフラダンス教室㈫
◦まるごと韓国語文化教室 ㈮
◦きのくり健康教室 ㈪
◦踊る健康・楽しいZUMBA㈰
◦エンジョイダンシング for Kids ㈪
◦バランスボール 2/6・20㈫
◦講演会「きのくり健康講座」
　テーマ :①認知症予防 2/10㈯
　②地域医療・介護・予防 3/30㈯
◦とんぼ玉体験 2/17㈯
◦マクラメ体験 3/9㈯
◦ミモザフラワーアレンジ 3/12㈫
◦春の野点 (しらとりの郷 ) 3/24㈰
◦タルト・オ・ベリー 3/27㈬
◦己書「筆文字アート」 3/28㈭

－ 講 座 －  

はじめてのスマートフォン体験型講習会＜参加無料＞

総務省から選定を受けた企業が主催するスマートフォン講習会で、安心してスマホ
生活をスタートしませんか？　初心者も大歓迎、経験豊富なインストラクターが一
歩一歩丁寧に教えます。

■株式会社HONKI主催（Android向け）　※講座では貸し出し用スマホ（Android）を使用します。

2月 13日㈫

9:30～ 10:30 ボタンの操作方法など
11:00～ 12:00 インターネット利用方法など
14:00～ 15:00 ボタンの操作方法など

15:30～ 16:30 講座内容に準じた相談
の受付

2月 14日㈬

9:30～ 10:30 ボタンの操作方法など
11:00～ 12:00 アプリのインストール方法など
14:00～ 15:00 ボタンの操作方法など
15:30～ 16:30 マイナポータルの活用方法

■■場場■■所所   員員LICはびきの 3階 小会議室A　■　■定 定定 定■ ■ 員員員員 各講座7人
■■申申■■込込   込込電話にて受付 ☎ 0120-121-525（固定電話・携帯電話）050-3317-1545（IP
電話など（050番号など））※受付の際にお問合せ番号「5050」をお申し付けください。

■株式会社シンク主催（iPhone・Android向け）　
※講座では iPhoneを貸し出します。（ご自身でお持ちでしたら持参ください。）

2月 5日㈪ 15:00～ 16:00 SNSの使い方 生きがいサロン 3号館
(古市 1541番地の 1)

2月 6日㈫ 13:30～ 14:30 地図アプリの
利用方法

市役所別館 2階
研修室15:00～ 16:00

■■定定■ ■ 員員員員 各講座7人
■■申申■■込込   込込電話にて受付 ☎ 072-950-0019（通話料が発生します。10:00～19:00）「ド
コモショップ羽曳野店」と名乗りますが、「羽曳野市広報に掲載されているスマー
トフォン講習会シンク分の申し込みです」とお伝えください。

福祉の就職総合フェア　
ＳＰＲＩＮＧ ｉｎ ＯＳＡＫＡ

府内178の福祉関係の法人の担当
者と直接面談ができます。各種相談
や職場体験の受付も行います。
■■とと ■  ■  きききききき 3月 9日㈯〈1部〉10:00～
12:30、〈2部〉14:00～ 16:30（2
部入替制）
■■場場■■所所 所ＯＭＭ（大阪市中央区大手前）
□□問問  問問大阪福祉人材支援センター
☎06-6762-9020

第 30 回 羽曳野市なかよし作品展

市内学校の支援学級に在籍する児童・
生徒の作品を展示します。
■■とと■ ■ きききき 2月7日㈬～9日㈮ 9:00 ～17:00
（9日は15:00まで）
■■場場■■所所  所市役所本館1階 コミュニティスクエア
■ ■ 問問問問 学校教育課 ☎ 072-947-3908（直通）

おとなの講座 　大人の居場所です。楽しくおしゃべりしながらやりましょう。

自力整体教室 第1・3・5㈫14:30～ 16:00 書道教室 毎週㈮14:30～ 16:00

手編み教室 第2㈭第3㈪14:00～ 16:00
第3㈪16:00～ 17:00こどもの手編み ちぎり絵教室 第2㈭14:30～ 16:00

■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 NPO法人南河内こどもステーション　☎・FAX 072-957-1114
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青少年児童センターだより（2 月）　向野 3-1-33　☎ 072-952-0032　FAX 072-937-8580

【一般開放】㈪～㈯13:00 ～17:00　※㈷除く
こども広場「将棋教室」　興味を持った人は、気軽にご参加ください。
■■とと■■きき  きき3日・10日・17日・24日㈯15:00～ 16:30（変更の場合あり）　■■対対■■象象 � �小学1～6年生
おもしろ教室「つくってみようひなまつり」　簡単でかわいい自分だけのひな人形を作りましょう。
■■とと■■きき  きき10日㈯10:00～ 11:30　■■対対■■象象  幼児と小学生（小学1年生まで保護者同伴）
■■定定■■員員 員先着15人　■■￥￥  ￥￥無料　■■持持■ ■ 物物物物 筆記用具・定規・はさみ　　物物 ■■申申■ ■ 込込込込 電話・窓口 (2月1日㈭から）
子育てセミナー「親子体操」　親子で楽しく体を動かそう。　※初めての方は、電話にて事前登録が必要です。
■■とと■■きき  きき17日㈯10:00～ 11:30　■■場場■ ■ 所所所所 同センター体育館　■■持持■■物物  込込体育館シューズ（親子とも）　■■対対■■象象 � �3、4歳向けですがどなたでも

白鳥児童館だより（2 月）　翠鳥園 2-9-101　☎・FAX 072-957-4900　※駐車場はありません。

【利用時間】 ㈪～㈯10:00～12:00/13:00～17:00　※㈷除く　※22日㈭13:00～17:00はカーペット清掃のため利用できません。
■■対対■■象象 � �小学生・保護者同伴の乳幼児（申込が必要な事業については羽曳野市民に限ります。）
わくわく子育て広場「紙テープであそぼう！」 みんなで遊ぼう水曜日 「ドミノで遊ぼう」
■■とと■■きき  きき5日㈪10:30～ 11:30　 ■■とと■■きき  きき21日㈬15:00～ 16:00
絵本のへや（絵本・紙芝居など） ハンドメイド教室「おやつ作り さくさくパイ」
■■とと■■きき  きき14日㈬・19日㈪10:30～ 11:00 ■■とと■■きき  きき24日㈯ ① 10:00～ 11:30　②14:00～ 15:30

■■対対■■象象  1～6年生　■■定定■■員員 員各先着10人　■■￥￥  ￥￥100円（当日持参）
■■持持■■物物  込込エプロン・三角巾・水筒・マスク　■■申申■ ■ 込込込込 電話のみ(2月3日㈯9:00から）

将棋であそぼう
■■とと■■きき  きき14日㈬15:30～ 16:30　■■対対■■象象 � �小学生

はびきの市民大学　軽里 1-1-1 LIC はびきの　☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

聴講生募集
⑭世界遺産講座　2月 2・9・16日㈮ 14:30 ～ 16:00
⑰「住み慣れた街で安全に安心して自分らしく生きるための秘訣」【四天王寺大学特別公開講座】2月 25日㈰ 10:30 ～ 12:00
⑱宮沢賢治の童話を読む－童話集『注文の多い料理店』を中心に－2月 4・18日㈰ 14:30 ～ 16:00
⑲快適な老後を送るための実践健康講座 2月 2・9・16日㈮ 10:30 ～ 12:00
■■場場 ■■所所   ききLICはびきの 3階 視聴覚室　■■対対■ ■ 象象象象 市内外問わずどなたでも　■■定定 ■■員員  員問い合わせください　■■￥￥   込込各講義800円
■■申申 ■■込込   込込来館・電話・FAX（講義 1週間前～前日まで※定員に達し次第、締切）　■■支支 ■■払払   込込当日、現金のみ
学芸員のおしごと美術館の裏がわ

■■支支 ■■払払   込込 来館・銀行振込 
※申込に来館された場
合、お支払いは同時に
行っていただきます。事
務局が案内する期日内
に、受講料をお支払い
ください。一旦納付さ
れた受講料は返金でき
ません。

■■とと ■■きき   きき①2月 28日㈬ 10:30 ～１２:00・② 3月 6日㈬ 10:30 ～ 12:00
※②の 3月 6日㈬は朝日新聞大阪本社（アサコムホール）で座学後、美術館で自由鑑賞自由解散
■■場場 ■■所所   きき① LICはびきの 3階 視聴覚室　②朝日新聞大阪本社（アサコムホール）/中之島香雪美術館
■■対対■ ■ 象象象象 市内外問わずどなたでも　■■定定 ■■員員  員先着48人　■■￥￥   込込1,000 円（全 2回。中之島香雪美術館の入館料は
別途当日支払）　■■申申 ■■込込   込込来館・電話・FAX　( 締切：2月 25日㈰ )
ぷちモスペット講座
■■とと ■■きき   きき3月 3日㈰ 10:30 ～ 12:00　■■場場 ■■所所   ききLICはびきの 3階 視聴覚室
■■対対■ ■ 象象象象 小学生～大人（市内外を問わず）※保護者同伴1人可。後ろに設ける保護者専用席に着席いただきます。
■■定定 ■■員員  員先着48人　■■￥￥   込込1,800 円（材料費 1,300 円含む）
■■申申 ■■込込   込込来館・電話・FAX（2月 25日㈰まで）

皆で楽しく歌いましょう！唱歌など叙情歌を楽しく歌いましょう！

■■とと■■きき   きき2月16日㈮13:45～15:30　■■定定■■員員   込込20人　■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■申申■ ■ 込込込込 2/1㈭～2/16㈮まで  カナリア　伊藤　☎072-921-6052
書道無料体験 名前や住所を筆で楽しく練習しませんか？

■■とと■■きき   きき2月16日㈮10:00 ～11:30　■■定定■■員員   込込5人　■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■申申■ ■ 込込込込 2/1㈭～2/15㈭まで 洗心書友会　岡田　☎072-958-3868

陵南の森公民館グループ連絡協議会公開講座
[ 対象] 市内在住・在勤・在学の方
＊定員になりしだい締め切ります。＊受付時に氏名、住所、連絡先、年齢が必要
です。＊講座終了後は各グループの活動にご参加いただくことも可能です。

R5-47　●古文書入門講座　テーマ：地元の古文書を読み解く！

古文書の解読に向け、一から丁寧に解説します。とと
■■とと■■きき   きき2月7・14・28日・3月6日㈬ / 14：00～15：30
■■定定■■員員   込込20人　■ ■ ￥￥￥￥ 1,600円　

令和５年度はびきのふれ愛学のススメ（冬） 受講生募集
[ 申込期間]1月22 日㈪～2 月6 日㈫平日10：00 ～17：00
＊定員になりしだい締め切ります。
[ 申込方法] ☎072-952-2751またはインターネット
〇詳細は陵南の森公民館ホームページをご覧ください。
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思いやりのある強い心と強い体を作
ろう！羽曳野柔道教室 教室生募集

楽しみながら成長できる柔道教室、
見学・体験も行っていただけます。
主催：羽曳野市体育協会　柔道連盟とと
■■とと■■きき   きき4 月 9 日より毎週㈫・㈮　
18:30 ～20:00

（両日参加または1日参加でも可能）
■■場場■■所所  所峰塚中学校 柔道場
■■対対■■象象  市内在住の小・中学生　男女
■ ■ ￥￥￥￥ 月1,000 円（保険料：年間 800 円）
■ ■ 問問問問 体育協会柔道連盟
　☎ 072-957-2901（高木）

第24 回 大阪府障がい者スポーツ大会
参加者募集
○陸上競技 5 月 12 日㈰
　万博記念競技場
○卓球・STT 6 月 1 日㈯
　東和薬品 RACTAB ドーム
○アーチェリー ５月 19 日㈰
　浜寺公園アーチェリー場
○ボウリング ５月 25 日㈯
　マグスミノエ
○フライングディスク ５月 26 日㈰
　ファインプラザ大阪
○水泳 5 月 18 日㈯
　東和薬品 RACTAB ドーム
〇ボッチャ ５月 19 日㈰
　ファインプラザ大阪
■■申申■ ■ 込込込込 ２月 6 日㈫～３月 8 日㈮
※参加申込書（障害福祉課で配布）
に必要事項を記入し、障害福祉課ま
でお申し込みください。
■■問問   問問障害福祉課　☎ 072-947-3824
FAX 072-957-1238

【体育協会主催】体験しながら学べるスポーツ講習会～健康な体をつくろう！～

ケガの予防、パフォーマンス向上等に繋がる「動的、静的ストレッチ」ほかとと
■■とと■■きき   きき3 月16 日㈯ 9:30 ～12:00 受付 9:00 ■■場場■■所所  所はびきのコロセアム　
■■対対■■象象  市内在住・在学・在勤の高校生以上　■■講講■■師師  象象Eudynamicsヴィゴラス 大西 敏之 氏
■ ■ ￥￥￥￥ 無料　■■持持■■物物   問問運動できる服装・上靴・筆記用具・飲み物　
■■申申■■込込   問問・問 ■ ■ 問問問問 2 月24 日㈯～3 月 4 日㈪ ウェブもしくはスポーツ振興課

学校行事に支障の無い範囲で、一般開放
【懐風館高校：軟式野球、ソフトボール、サッカーなど】
【西浦支援学校：グラウンド・ゴルフ、ゲートボールなど】
必ず、学校施設利用団体登録をしてください！･･･●登録がない場合、1年間の施設利
用はできません。●年度途中の登録はできないので、申込期間中に登録してください。
［登録申込書の配布場所］スポーツ振興課・はびきのコロセアム・市民体育館（西浦）
■■対対■■象象 10人以上の市内在住または在勤者で編成された社会人チーム　
■■期期■■間間 5月1日㈬～令和 7年 3月31日㈪
■■申申■・■・込込込込 ■■問問  込込2 月1日㈭～15 日㈭まで。持参または、郵送（到着確認 TEL 必須）。
FAX不可。〒583-8585 誉田 4-1-1スポーツ振興課

府立高等学校（懐風館高等学校・西浦支援学校）グラウンド開放

定期上級救命講習

AED の使用方法を含む心肺蘇生法、
小児の心肺蘇生法やけがの応急手当
等の講習を行います。
■■とと■■きき   きき3 月 9 日㈯ 9:30 ～17:30
※�応急手当 WEB 講習を受講された

方は10:30 から
( 午前のみの受講も可能です。)
■■場場■■所所  所柏原市立国分図書館

（柏原市田辺 1-3-7）
■■対対■■象象  市内在住・在勤・在学の方
■■定定■■員員   込込先着 30 人
■■申申■ ■ 込込込込 電話（2 月 9 日㈮ 9:00 から）
■ ■ 問問問問 柏羽藤消防組合
消防本部 消防課
☎ 072-958-9937

柏羽藤
Instagram

柏羽藤
ウェブサイト

パソコン「ワード入門講座」

■■とと■■きき   きき3 月 7 日ワード 2019 の基本操作
3 月 14 日 基本的な文書Ⅰの作成
3 月 21 日 文書Ⅱ・表入り文書の作成
計 3 日間 、各日㈭ 13:30 ～ 16:00
■■場場■■所所  所市民会館 4 階 研修室
■■対対■ ■ 象象象象 20 歳以上で初心者の方
■■定定■■員員   員員12 人（多数の場合抽選）
■ ■ ￥￥￥￥ 1,300円（3回分/テキスト代込）
■■申申■ ■ 込込込込 当会ウェブサイトから
　　 （2 月 10 日㈯まで）
■■問問   問問羽曳野 IT サポート会（小島）
携帯 090-9700-6959
サポート会員を募集しています

今からでも遅くない
尿漏れの予防と対策

尿もれの原因として加齢によるもの
だけでなく、骨盤底筋群の機能低下
や姿勢や出産などさまざまな原因が
あります。尿もれの基本的な知識を
学び、おうちで実践できるエクササイ
ズを行ない、尿もれを予防していき
ましょう。とと
■■とと■■きき   きき3 月19 日㈫14:30 ～16:00
■■場場■■所所  所峰塚公園管理棟
■■講講■■師師   象象辰巳博俊氏（理学療法士／健康
管理士一般指導員）、山崎彩夏氏（理
学療法士）
■■定定■■員員   込込先着 20 人　■ ■ ￥￥￥￥ 500 円
■■持持■■物物   問問タオル・上靴・飲み物・筆記用具
■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 2 月2日㈮～3 月15 日㈮
峰塚公園管理棟　☎ 072-942-6647

－ スポーツ －  

新しい働き方を学ぼう！労働者協同組合・協働労働セミナー

労働者協同組合法が掲げる協同労働という働き方や、地域課題の解決に向けた労
働者協同組合の可能性について、活動事例を交えて紹介します。とと
■■とと■■きき   きき3 月13 日㈬14:30 ～16:00
■■場場■■所所  所柏原市役所 4 階 大会議室1・2
■■対対■ ■ 象象象象 どなたでも
■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 大阪府商工労働部雇用推進室労働環境課　☎ 06-6946-2605
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テニススクール入会キャンペーン
【2 月1日㈭～29 日㈭】
◦体験レッスン無料
◦入会金無料（通常：2,200円）
« 一般クラス »
◦初心者・初級者クラス
◦経験者・中級者クラス
◦レディースクラス
« キッズ・ジュニアクラス »
◦キッズクラス（小学生未経験者）
◦ジュニアクラス（小中学生経験者）
◦アカデミークラス
　（小・中・高校生選手：選手登録者）
◦アスリートクラス
　（コーチとの面接：選手登録者）
詳細はウェブサイトをご覧いただく
か、問い合わせください。
■■問問   問問SSKテニススクール（駒ヶ谷テニ
スコート）☎072-957-5963

市民体育館教室

ミニバスケットボール教室
■■とと ■■きき   きき 1月11日㈭～3月14日㈭
18:30 ～20:00（全10回）
■■対対■■象象   小学5～ 6年生
■■定定■■員員  員若干名 ■ ■ ￥￥￥￥ 5,200円（保険料込）
■ ■ 問問問問 市民体育館 ☎958-2340

令和 5 年 12 月 10 日㈰石川のサイクルロードなどをコースとする、市民マラソン大会が行われ、約 500 人のランナーが集
まり健脚を競いました。※入賞者は下表のとおり・敬称略・各部門優勝者のタイムは青文字で記載・詳細は市ウエブサイトで！

はびきの市民マラソン大会開催！

一般の部男子　入賞者一覧表
部門 順位 名前
男子１部

（8,000ｍ )
23分43秒

優　勝 比夫見　将吾
第２位 角川　夢有人
第３位 岡田　亜斗武

男子２部
（5,000ｍ )
18分 04 秒

優　勝 林　健太郎
第２位 安美　善章
第３位 前田　大輔

男子３部
(5,000ｍ )
18分21秒

優　勝 中辻　大輔
第２位 樋上　朋
第３位 四方　亀

男子４部
(3,000ｍ )
11分49秒

優　勝 飯野　司
第２位 中屋敷　朗
第３位 薮田　茂

男子５部
(3,000ｍ )
13分21秒

優　勝 松浦　康弘
第２位 佐田　俊彦
第３位 新居延　武

一般の部女子　入賞者一覧表
部門 順位 名前
女子１部�

（5,000ｍ )�
23分32秒

優　勝 吉住　奈々
第２位 奈尾　麻莉菜
第３位 上田　愛子

女子２部�
(3,000ｍ )�
13分14 秒

優　勝 竹中　萌
第２位 市川　真結花
第３位 三浦　亜有子

女子３部�
(3,000ｍ )�
14分39秒

優　勝 古田　世伊子
第２位 松本　福子
第３位 瀧口　美紀

女子４部�
(2,000m)�
10 分41秒

優　勝 市川　美樹
第２位
第３位

女子５部�
(2,000m)

優　勝
出場者なし第２位

第３位

小学生の部　入賞者一覧表
部門 順位 名前

小学生
男子の部

（2,000ｍ）
7分15秒

優勝 川野　拓海
第２位 門馬　奨馬
第３位 上野　舞大
第４位 堀　浩明
第５位 西岡　來夢
第６位 山﨑　凛太郎
第７位 松井　鐘太朗
第８位 横田　颯太
第９位 荒木　貴裕
第10位 赤塚　颯真

小学生
女子の部

（2,000ｍ）
7分33秒

優勝 杉野　幸実
第２位 阪下　結彩
第３位 中田　葵
第４位 人見　桃葉
第５位 中間　千愛
第６位 下倉　日和
第７位 真銅　瞳衣
第８位 東　芹花
第９位 金田　あかり
第10位 山口　和夏

中学生の部　入賞者一覧表
部門 順位 名前

中学生
男子の部

（5,000ｍ）
17分38 秒

優勝 藤原　勝太郎
第２位 中尾　悠翔
第３位 徳永　宇音
第４位 笹本　侑大
第５位 佐近　桜祐
第６位 原田　彪冴
第７位 松本　拓真
第８位 堀井　悠斗
第９位 寺内　悠莉
第10 位 小川　貴寛

中学生
女子の部

（3,000ｍ）
12分44 秒

優勝 島田　姫來璃
第２位 宮武　希葵
第３位 酒井　恵琉
第４位 梶原　素直
第５位 麻野　瑚陽
第６位 上田　美結
第７位 片山　心美
第８位 山庄　麻那実
第９位 小松　希星
第10位 仲村　百花

種目 部門 性別 優勝 準優勝 3位

柔道

小学1年生 - 田中　駿稀 住友　信太郎 - -

小学2年生 - 矢野　太基 中川　遥睦 - -

小学3年生 - 夏　睦 山内　一花 芝本　菜瑚 佐々木　颯大

小学 4年生 - 東　沙耶 松本　悠杜 中川　紗綾 -

小学5年生 - 大東　琉 本田　優心 濱田　慎玄 -

小学 6年生 - 上門　和夢 川端　丈 井上　凱斗 宇都　蓮人

中学1年生 男子 木戸　一冴 今西　四端 藤原　大雅 -

中学2・3年生 男子 北野　海人 長谷川　颯太 松永　颯叶 橘　慶一郎

中学生女子 女子 宇都　珠奈 宮居　優里果 - -

高校・一般男子段外の部 男子 権随　慶 - - -

ソフトボール 一般男子 羽曳山タートルズ 球友クラブ ネオキラーズ -

第 45 回 市民総合体育大会 結果
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公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
野々上 4-5-12　☎ 072-936-1500　FAX 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp　E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

誉田 4-2-1　☎ 072-952-1234こちら羽曳野けいさつ署

■シルバー会員募集中
社会のために、自らのために、あなたの豊かな知識・経験を活かしてみませんか。
■■対対■■象象  象象・市内在住の満 60歳以上の健康で働く意欲のある方  ・事業趣旨に賛同していただける方
■■入入■■会会 � �きききき入会説明会の参加（必須）後、申込書類を期日までに提出してください。
    その際、年会費（※）として2,000円が必要です。理事長の承認後、会員登録が完了します。

（※）今年度の年会費は令和 5 年 4 月分～令和 6 年 3 月分まで（入会日から1年分ではありません。）
≪入会説明会≫ 事業内容説明・入会手続きの案内・入会申込書の配布など。
市 役 所 別 館 2 階  研 修 室 2月9日㈮、3月12日㈫13:30 ～
シルバーワークプラザ 3 階研修室 2月16日㈮、3月22日㈮13:30 ～
※今入会された方にはお得な特典があります。

◆2 月の「ベビっこひろば」はお休みです！　
■■問問      問問問問問問 ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

善意のご寄付ありがとうございます

（令和5年12月 敬称略）

総合福祉センター（市役所別館）2 階　☎ 072-958-2315　FAX 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp羽曳野市社会福祉協議会

社会福祉法人

￥2,000
￥20,000
￥10,000
￥100,000

￥43,500
￥35,627
￥5,000
￥20,000
￥2,000
￥2,000

四つ葉のクローバー 涌元 順子
浅田 照次
浅田 悦弘
阪南清掃 株式会社
羽曳野市商工会チャリティーゴル
フコンペ実行委員会
ボーイスカウト羽曳野第1団
恵我之荘聖マタイ協会
羽曳野チャリソフの会
匿名
匿名

◆愛の献血にご協力を♡（400ml 限定）
若年層の献血者が激減しています。
◆2 月  2 日㈮ 10:00 ～16:30  LIC はびきの（羽曳野ライオンズクラブ共催）

＊�献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の次回献血可能日】をご確認ください。
＊受付時に本人確認書（免許証・保険証等）の提示をお願いする場合があります。

只今、当センターでは女性の会員を
募集しております。
羽曳野市在住で満 60 歳以上の皆様、ぜ
ひ入会説明会へご参加ください。　一般
家庭での料理や掃除などのお仕事を
していただくために特別な資格は必
要ございません。
ご興味のある方はぜひご入会ください。

●内職作業員を募集しております。
細かい作業が得意な方、ご興味のある方、
未経験の方、どなたでも大歓迎です。
現在は棒付き飴の袋詰め作業がございます。
※作業は作業場 (ワークプラザ2号
館 )にて行います。自宅への納品・
引き取りは行っておりません。
※量、頻度、種類等は時期と状況に
より異なる場合があります。

●嘱託員募集
【業務内容】 経理補助事務、電話応対、窓口応対、業務補助
【勤務時間】 9：00～17：30  ( 昼休み 12:00～ 12:45)
【 勤 務 日】 月曜日～金曜日  ( 祝日は休み )
【 任　 期 】 令和６年４月１日～令和７年３月３１日  ( 任期の延長あり )
【 定　 員 】1名
※申し込み、問い合わせは事務局まで

少年柔道・剣道練習生募集！
■■とと■■きき き毎週月曜・水曜 16:30 ～19:00
■■場場■■所所 所羽曳野警察署４階 柔道場・剣道場
       ※練習日時場所等は警察署の情勢により変更する場合があります。
■■対対■■象象 羽曳野市・藤井寺市在住の小学生
■■申申 ■■込込 ・・込込 ■■問問 羽曳野警察署少年柔剣道推進会事務局（羽曳野警察署生活安全課少年係） ☎ 072-952-1234 内線：271

◆令和 6 年度 赤い羽根共同募金記念バッジデザインを募集します
○応募資格：近畿6府県内に在住、在勤、在学の方
○締切：令和6年4月12日㈮必着
○問合せ：大阪府共同募金会事務局 ☎ 06-6762-8717
　　　　　デザインの決まりなど詳しくは大阪府共同募金会ホームページを
　　　　　ご覧ください。（「赤い羽根おおさか」で検索）

◆歳末たすけあい運動募金として　
大阪東部ヤクルト販売㈱　60,000円
そのほか多数のご支援ありがとうございました。
　　　（令和5年12月 敬称略）

◆「令和 6 年能登半島地震災害義援金」の受付について　
被害を受けている方々を支援するため、市内公共施設に募金箱を設置しています。
皆様のあたたかいご支援をよろしくお願いします。
○詳細は羽曳野市役所もしくは当会のホームページをご覧ください。
○領収書が必要な方は、羽曳野市社会福祉協議会（日赤羽曳野市地区）までお越しください。
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

6日㈫・13日㈫・20日㈫・27日㈫
3月5日㈫13:00 〜17:00 市役所1階 市民相談室 要予約 ☎ 072-957-4000 　定員7人（1日）、相談時間30 分

●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は1人1回（年度内）　●相談中はマスク着用
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）

1日㈭・15日㈭
3月7日㈭13:00 〜17:00 陵南の森総合センター

行政相談 14日㈬13:00 ～15:00 市役所1階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。予約不要。
●相談中はマスク着用　☎ 072-958-1111内線1070

人権相談 16日㈮14:00 ～16:00 市役所別館2階 研修室 人権について困ったことがあれば相談ください。
予約不要。直接お越しください。☎ 072-958-1111内線1054

女性相談

7日㈬13:30 ～16:30 市役所内 レディースセンター（電話・面接 )
人間関係、暴力（DV・虐待など）、からだのことなど、女性が抱え
る悩みを専門の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111内線1055

9日㈮・3月6日㈬ 13:30 ～16:30 市役所4階人権推進課（電話・面接）

28日㈬13:30 ～16:30 陵南の森総合センター (面接のみ)

司法書士による
全国一斉「遺言・相続」
無料相談会 [ 予約制 ]

24日㈯13:00 ～16:00 LICはびきの 2階大会議室
相続登記は司法書士へお任せください！
相談時間３０分、完全予約制 (予約受付時間 平日10:00 ～16:00)
大阪司法書士会堺支部受付担当　矢野　☎ 072-363-8451

消費生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］
10:00 〜12:00　13:00 ～16:00
※受付15:30まで

市役所2階 消費生活相談室
契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに関
するご相談。☎ 072-947-3715
（まずはお電話ください※予約優先）

障害者生活相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 〜17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-959-3261／ＦＡＸ 072-957-1604

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
8:45〜17:00 地域支援センターばんびーの 18歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530／ＦＡＸ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
10:00 〜17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-937-7898／ＦＡＸ 072-937-7898

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 〜16:00 支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175／FAX 072-957-2176

障害者雇用相談 第3㈭13:00 ～17:00 市役所A棟 2階 西会議室
市役所別館1階 相談室 2

障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111内線1150／ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所1階 こども家庭支援課 こども家庭支援課 母子保健担当 ☎ 072-947-3888

教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00 〜16:00 教育研究所（LICはびきの内） ☎ 072-958-7867

家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所 1階 こども家庭支援課 こども家庭支援課に予約。☎ 072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮ 9:15〜17:00 市役所 1階 こども政策課 こども政策課に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直接お
越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第1㈮13:00 ～17:00 市役所別館1階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

第 3㈮13:00 ～17:00 市民会館3階 第 6会議室

ボランティア相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所別館2階 （社会福祉協議会） 社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

介護相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所A棟1階 社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-950-0950

総合福祉相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 ①市役所別館2階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

生活自立相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所別館2階（社会福祉協議会）
生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を策定
し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 〜17:00 LICはびきの1階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ＦＡＸ 072-950-5650 市民大学ウェブサイトでも受付。

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 地域就労支援センター（人権文化セン
ター内および 経済労働課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16～おおむね 25歳）㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:45

大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1553

2 月の相談日程（無料）お気軽にご相談ください
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議案番号 件　　　名 結　果
報　告　  28

　　　29
地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について
地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について

報　　告
報　　告

議　案　  69
　　　70
　　　71

　　　72

　　　73
　　　74
　　　75
　　　76
　　　77

　　　78
　　　79

　　　80
　　　81
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　　　83
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　　　86
　　　87
　　　88
　　　89
　　　90
　　　91

　　　92
　　　93
　　　94
　　　95
　　　96
　　　97
　　　98
　　　99

指定管理者の指定について（羽曳野市市民会館及び羽曳野市立古市集会所）
指定管理者の指定について（羽曳野市立南食ミートセンター）
指定管理者の指定について（羽曳野市立緑と市民の協働ふれあいプラザ及び羽曳野市立中央スポーツ
公園）
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
羽曳野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立休日急病診療所条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について
羽曳野市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立緑と市民の協働ふれあいプラザ条例及び羽曳野市立中央スポーツ公園条例の一部を
改正する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
南部大阪都市計画尺度地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について
羽曳野市土砂埋立て等の規制に関する条例を廃止する条例の制定について
令和５年度羽曳野市一般会計補正予算（第８号）
令和５年度羽曳野市一般会計補正予算（第９号）
令和５年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和５年度羽曳野市と畜場特別会計補正予算（第２号）
令和５年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和５年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和５年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第２号）
令和５年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第１号）
一般職の職員の給与に関する条例及び羽曳野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
令和５年度羽曳野市一般会計補正予算（第 10 号）
令和５年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
令和５年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第３号）
令和５年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和５年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第３号）
令和５年度羽曳野市下水道事業会計補正予算（第２号）
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諮　問　    1 人権擁護委員の推薦について 同　　意

選　挙　    5 大阪南消防組合議会議員の選挙 選　　出

諸般の報告 報　　告

 第 4 回定例会で審議された案件と議決結果

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対
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議案 76 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

※樽󠄀井佳代子議員は議長職のため採決には加わらず。
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大
坪
正
尚
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
今
回
の
法
改
正
で
管
理
・
活
用
・

除
却
に
関
し
て
当
市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

●
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弁　

こ
れ
ま
で
の
本
市
の
取
組
と
し
て

助
言
、指
導
の
一
定
の
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果
が
上
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
特
定
空
家
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に
指
定
す

る
前
段
階
で
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言
、
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導
を
基
本
と
し
た

い
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え
て
い
る
が
、
現
在
法
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正
に
伴
う

国
や
大
阪
府
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ド
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イ
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て
い
な
い
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で
、
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隣
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町
村
の
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ら
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府
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技
術
的
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言
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基
づ
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て
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重
に
決
定
し
て
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た
い
。

●
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家
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応
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多
々
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る
。
市
独

自
の
条
例
を
持
っ
て
い
な
い
と
空
き
家
対
策

は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
か
な
い
。
松
原
市

が
施
行
し
、
制
度
運
用
後
、
急
激
に
成
果
が

上
昇
し
た
。
市
独
自
の
条
例
を
施
行
し
、
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
須
。「
空
き
家
等
の

適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
に
向

け
て
前
向
き
に
検
討
す
る
よ
う
要
望
。

《
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
縦
割
り
の
壁
を
大
き
く
越
え
た
連

携
が
、
新
た
な
組
織
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。

就
学
前
健
診
や
５
歳
児
健
診
に
お
い
て
、
学

校
教
育
と
の
連
携
を
含
め
た
新
た
な
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

●
答
弁　

新
た
な
５
歳
児
健
診
は
、
３
歳
６

か
月
健
診
以
降
、
就
学
前
健
診
ま
で
健
診
が

な
い
こ
と
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

た
め
、
社
会
性
発
達
の
評
価
、
発
達
障
害
等

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
目
的
と
し
、
集
団
行

動
の
場
面
で
配
慮
が
必
要
な
児
童
を
把
握
し

早
期
介
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
へ
の
適

切
な
対
応
や
保
護
者
の
就
学
に
向
け
て
の
不

安
の
解
消
に
つ
な
げ
る
。

●
要
望　
今
後
、
母
子
保
健
、
児
童
福
祉
に

加
え
て
学
校
教
育
と
の
連
携
が
非
常
に
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
養
育
環
境
の
リ
ス
ク
、
発

達
状
況
を
就
学
前
か
ら
就
学
後
に
も
情
報
共

有
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
。
こ
れ
ま
で
も

行
な
っ
て
い
る
「
困
り
感
が
あ
る
こ
ど
も
」

の
早
期
発
見
に
加
え
、
か
つ
て
な
い
新
た
な

取
り
組
み
に
な
る
こ
と
と
期
待
を
し
て
い

る
。
児
童
発
達
専
門
家
と
学
校
教
育
機
関
の

連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
す
る
こ
と
を

要
望
。

《
通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て
》

●
質
問　
昨
年
、
文
科
省
か
ら
通
知
が
あ
り
、

今
後
は
更
に
通
級
指
導
教
室
の
必
要
性
が
大

き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
今
後
、
想

定
さ
れ
る
課
題
は
。

●
答
弁　

全
て
の
小
・
中
学
校
、
義
務
教
育

学
校
へ
の
通
級
指
導
教
室
の
設
置
を
目
指
す
。

保
護
者
や
児
童
・
生
徒
の
理
解
は
ま
だ
十
分

で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
周
知

を
図
る
。
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
伴
い
、
市
全

体
で
専
門
性
の
高
い
人
材
を
育
成
し
て
い
く

た
め
、
先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
市
町

村
、
学
校
へ
の
視
察
や
通
級
指
導
教
室
担
当

教
員
と
連
携
し
た
研
修
を
実
施
す
る
。

●
要
望　
昨
年
質
問
し
て
か
ら
、
こ
の
１
年

あ
ま
り
で
大
き
く
着
実
に
設
置
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
通
級
指

導
教
室
に
通
う
生
徒
の
総
数
は
、
昨
年
の

1
3
2
名
か
ら
2
1
2
名
へ
と
大
き
く
増
加

し
て
き
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
そ
の

重
要
性
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。
巡
回
通
級

を
含
め
た
支
援
強
化
、
早
期
の
全
校
設
置
を

要
望
。
児
童
発
達
の
専
門
医
と
勉
強
会
を
実

施
し
、
適
切
で
細
や
か
な
声
か
け
や
支
援
が

で
き
る
専
門
性
の
高
い
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
要
望
。

一
般
質
問

花
川
雅
昭
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
教
育
・
保
育
の
見
え
る
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
暴
行
や
虐
待
な
ど
、
不
適
切
な
教

育
・
保
育
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

市
の
園
に
お
け
る
不
適
切
な
教
育
の
有
無
、

そ
し
て
私
学
で
は
導
入
が
進
ん
で
い
る
カ
メ

ラ
に
よ
る
可
視
化
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　

報
道
に
あ
る
よ
う
な
虐
待
事
案
の

報
告
は
な
い
。
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
こ
の
よ

う
な
事
案
を
未
然
に
防
ぐ
抑
止
効
果
が
あ
り

事
故
の
際
に
も
状
況
の
確
認
が
で
き
、
携
わ

る
者
を
守
る
こ
と
と
考
え
る
。
一
方
で
保
育

の
中
で
は
、
着
替
え
や
排
せ
つ
な
ど
、
子
ど

も
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
、
保
護
者
の
理
解

が
必
要
で
あ
る
。
既
に
設
置
し
て
い
る
民
間

園
の
状
況
な
ど
も
参
考
に
、
引
き
続
き
安
心

安
全
な
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　
可
視
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
を
守
る
危
機
管
理
的
な
視
野
か
ら
、

十
分
精
査
し
判
断
を
お
願
い
す
る
。

《
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
》

●
質
問　
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
情
は
。

●
答
弁　

各
校
の
部
活
動
数
は
、
減
少
傾
向

で
あ
り
、
生
徒
数
の
減
少
が
要
因
で
あ
る
。

安
全
確
保
の
た
め
、
顧
問
体
制
と
し
て
複
数

の
教
員
配
置
が
不
可
欠
で
あ
る
が
教
員
数
も

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
部
活
動
数
を
減

少
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、
複
数
の

部
が
廃
部
、
募
集
停
止
と
な
っ
て
い
る
。

●
要
望　
中
学
生
の
部
活
に
対
す
る
思
い
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
行
政
と
し
て

中
学
生
に
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
で
思
い
切
り
汗

を
流
せ
る
環
境
を
要
望
す
る
。

《
新
庁
舎
建
設
に
係
るデ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　
庁
舎
建
替
整
備
事
業
に
お
け
る
、

市
民
に
対
し
て
の
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

●
答
弁　

利
用
者
の
負
担
を
減
ら
し
、
丁
寧

な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
情
報

を
利
用
し
た
申
請
書
の
自
動
作
成
。
そ
し
て

各
種
申
請
な
ど
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
手
続
の
拡
充
や
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
利
便

性
の
向
上
を
考
え
、
窓
口
改
革
で
あ
る
書
か

な
い
、
待
た
な
い
、
回
ら
な
い
、
行
か
な
い
、

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
意
見　
非
常
に
評
価
す
る
。
今
後
、
Ｄ
Ｘ

ビ
ジ
ョ
ン
が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

《
恵
我
ノ
荘
駅
前
南
側
周
辺
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
駅
前
南
側
広
場
及
び
府
道
郡
戸
大

堀
線
の
今
後
の
整
備
と
賑
わ
い
は
。

●
答
弁　

駅
前
南
側
広
場
は
、
残
る
地
権
者

と
交
渉
を
重
ね
て
行
く
。
今
年
度
は
猛
暑
対

策
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
ミ
ス
ト
設
置
や

高
木
の
植
栽
を
行
う
。
府
道
郡
戸
大
堀
線
は

来
年
度
、
洋
菓
子
店
南
側
市
道
か
ら
南
へ
約

1
0
0
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
、
既
存
の
電
柱

を
移
設
し
、
両
側
歩
道
と
２
車
線
の
車
道
な

ど
完
成
形
を
見
据
え
た
幅
員
16
メ
ー
ト
ル
で

の
整
備
を
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
賑
わ
い
で

は
古
市
駅
東
広
場
で
毎
月
開
催
し
て
い
る
、

若
手
農
家
と
協
力
し
た
コ
ト
コ
ト
ま
る
し
ぇ

を
駅
南
側
で
開
催
で
き
る
よ
う
、
調
整
を
既

に
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　
今
後
の
整
備
に
際
し
、
安
全
性
と

利
便
性
、
そ
し
て
通
学
路
で
も
あ
る
信
号
機

が
な
い
横
断
歩
道
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
安

全
対
策
を
強
く
要
望
す
る
。
羽
曳
野
の
西
の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
賑
わ
い
を
期
待
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

●
こ
れ
か
ら
の
公
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

3
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通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
小
・
中
学
校
の
特
別
教
室
に
つ
い
て
》

●
質
問　
特
別
教
室
に
は
、
ど
の
よ
う
な
教

室
が
あ
り
、
よ
く
使
用
す
る
特
別
教
室
は
。

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
の
状
況

は
。
校
務
員
室
な
ど
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状

況
は
。

●
答
弁　

特
別
教
室
は
、音
楽
室
や
理
科
室
、

図
書
室
な
ど
、
小
学
校
で
は
１
校
に
つ
き
約

６
教
室
、
中
学
校
で
は
約
９
教
室
あ
り
、
利

用
状
況
は
、
小
学
校
で
は
図
書
室
、
音
楽
室

や
理
科
室
、
中
学
校
で
は
音
楽
室
、
美
術
室
、

理
科
室
の
使
用
頻
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は
、
本
市

で
は
、
音
楽
室
、
図
書
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

に
は
設
置
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
特

別
教
室
に
は
未
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
校
務

員
室
に
つ
い
て
は
、
設
置
し
て
い
る
学
校
と

設
置
し
て
い
な
い
学
校
が
あ
る
。
エ
ア
コ
ン

設
置
に
関
し
て
は
、
ま
ず
児
童
・
生
徒
の
学

習
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
最
優
先
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　

特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
、
早
急
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
児
童
・

生
徒
が
快
適
に
授
業
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
要
望
す
る
。
授
業
で
よ
く
使
う
特
別

教
室
を
優
先
し
、
未
設
置
の
校
務
員
室
に
も

エ
ア
コ
ン
を
ぜ
ひ
設
置
し
て
貰
う
よ
う
要
望

す
る
。

《
小
・
中
学
校
の
学
習
端
末
に
つ
い
て
》

●
質
問　
学
習
用
端
末
で
あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
弊
害
な
ど
の
指
導
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
は
、
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
計
画
で
進
め
る
の
か
伺
う
。

●
答
弁　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
も
記
載
す
る
な
ど
、
内
外
に
注
意
喚
起

を
重
ね
、
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
、

学
習
以
外
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
情
報
モ
ラ

ル
授
業
や
家
庭
へ
の
啓
発
を
通
じ
て
理
解
を

深
め
て
お
り
、
危
な
い
か
ら
使
わ
せ
な
い
で

は
な
く
、
な
ぜ
危
な
か
っ
た
の
か
を
考
え
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向

上
を
め
ざ
す
。
使
用
開
始
か
ら
５
年
を
迎
え
、

更
新
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
費
用
面
に
関
し
て
は
国
の
補
助
金
が
不

可
欠
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
予
算
確

保
に
向
け
た
要
望
を
継
続
し
て
い
く
。

●
要
望　
使
用
方
法
に
よ
っ
て
は
、
よ
く
も

な
り
悪
く
も
な
る
。
弊
害
な
ど
、
よ
く
把
握

さ
れ
て
い
る
と
は
思
う
が
、
弊
害
な
ど
の
指

導
を
き
っ
ち
り
行
い
、
更
新
に
つ
い
て
は
、

ス
ム
ー
ズ
な
更
新
を
要
望
す
る
。

《
学
校
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
進
捗
状
況

と
、
令
和
７
年
度
中
の
中
学
校
給
食
の
全
員

喫
食
の
実
施
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
供
用
開
始
を

め
ざ
し
、
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
敷
地
に
新
築
移
転
整
備
の
計
画
を
進
め
て

い
る
。
中
学
校
給
食
の
全
員
喫
食
は
、
早
期

の
実
現
を
め
ざ
し
、
本
年
度
教
育
委
員
会
議

で
も
審
議
し
、
開
始
予
定
を
令
和
７
年
２
学

期
に
す
る
こ
と
や
調
理
方
式
を
民
間
調
理
場

活
用
方
式
、
い
わ
ゆ
る
デ
リ
バ
リ
ー
方
式
に

よ
り
行
う
こ
と
、
提
供
方
法
を
小
学
校
と
同

じ
く
、
食
缶
方
式
に
よ
る
提
供
と
す
る
こ
と

な
ど
の
方
針
に
つ
い
て
承
認
を
頂
い
た
。

●
要
望　
生
徒
た
ち
の
心
身
の
健
全
な
発
達

や
学
校
生
活
の
充
実
を
め
ざ
し
、
給
食
指
導

や
食
育
指
導
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
望

す
る
。
当
市
に
お
い
て
も
、
小
・
中
学
校
の

給
食
無
償
化
の
検
討
、
そ
の
た
め
に
も
、
中

学
校
給
食
の
全
員
喫
食
の
実
施
の
早
期
実
現

を
要
望
す
る
。

笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
第
９
期
高
年
者
い
き
い
き
計
画
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
①
第
８
期
は
介

護
給
付
費
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
14
段
階
全

て
で
保
険
料
を
引
き
下
げ
て
き
た
。
第
９
期

保
険
料
は
基
金
積
立
金
11
億
５
千
万
円
を
全

額
取
り
崩
し
保
険
料
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
が

考
え
は
。
②
要
支
援
1
、
2
は
総
合
事
業
と

な
っ
た
が
羽
曳
野
市
で
は
現
行
相
当
の
サ
ー

ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
取
組
は
。

●
答
弁　

①
保
険
料
は
高
齢
者
の
増
加
や
介

護
報
酬
引
き
上
げ
な
ど
で
上
昇
が
見
込
ま
れ

る
が
、
基
金
は
保
険
料
上
昇
抑
制
だ
け
で
な

く
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
に
活
用
。

②
総
合
事
業
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
訪
問
型
、

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
自
立
支
援
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
。

●
要
望　
９
期
の
保
険
料
は
大
幅
な
上
昇
が

見
込
ま
れ
る
な
ら
、
基
金
積
立
金
は
介
護
保

険
法
に
基
づ
き
全
額
取
り
崩
し
て
保
険
料
引

き
下
げ
に
あ
て
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
学
習
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
子
ど
も
達
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
一
人
１

台
が
貸
与
さ
れ
約
３
年
が
経
つ
。
①
タ
ブ
レ

ッ
ト
の
学
習
効
果
の
検
証
は
。
②
家
庭
で
長

時
間
動
画
を
見
る
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
実

態
の
把
握
は
。
保
護
者
へ
の
活
用
の
理
解
の

周
知
は
。
③
デ
ジ
タ
ル
端
末
で
の
教
育
が
子

ど
も
の
脳
や
学
び
に
与
え
る
影
響
の
科
学
的

知
見
に
立
ち
羽
曳
野
市
の
教
育
の
方
向
性
は
。

●
答
弁　

①
国
の
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や

結
果
分
析
、
各
校
の
学
期
ご
と
の
単
元
テ
ス

ト
等
の
結
果
を
分
析
し
効
果
を
検
証
。
②

は
び
き
の
情
報
モ
ラ
ル
指
導
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
作
成
し
、
安
全
や
健
康
を
害
す
る
よ
う

な
行
動
抑
制
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

●
教
育
長　

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
学
校
教
育
は
子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
変
化

を
前
向
き
に
受
け
止
め
未
来
社
会
を
充
実
的

に
生
き
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
必
要
。

●
要
望　
I
C
T
は
あ
く
ま
で
ツ
ー
ル
の
一

つ
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
更
新
へ
の
多
額
な
費

用
は
教
職
員
を
増
や
す
こ
と
に
使
い
、
1
人

1
人
に
向
き
合
う
少
人
数
学
級
を
実
現
す

べ
き
。

《
羽
曳
野
市
本
庁
舎建

替
整
備
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　
基
本
方
針
が
令
和
4
年
6
月
に
、

基
本
構
想
が
令
和
5
年
3
月
に
示
さ
れ
現
在

基
本
計
画
策
定
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
①

進
め
ら
れ
て
い
る
現
地
調
査
の
趣
旨
は
。
②

基
本
構
想
で
は
当
初
の
工
事
単
価
の
1.
5 

倍
に
な
っ
て
い
る
が
そ
の
理
由
と
工
事
費

1
3
6
億
円
の
財
源
内
訳
、
借
金
返
済
計
画

は
。
③
寄
せ
ら
れ
た
提
案
に
ど
う
応
え
て
い

く
の
か
。
基
本
計
画
を
論
議
す
る
市
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
は
。

●
答
弁　

①
文
書
量
の
調
査
で
文
書
削
減
計

画
を
策
定
す
る
予
定
。
②
基
本
構
想
策
定
時

の
㎡
単
価
が
急
激
に
上
昇
し
た
た
め
。
必
要

な
庁
舎
機
能
範
囲
を
精
査
し
、
将
来
発
生
す

る
金
利
負
担
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を

考
慮
し
総
事
業
費
の
抑
制
を
図
っ
て
い
く
。

③
貴
重
な
意
見
や
提
案
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

進
め
る
。
市
民
へ
の
説
明
は
意
見
聴
取
会
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
本
市
の
考
え
を
示

し
H
P
、
広
報
紙
で
周
知
を
図
る
。

●
要
望　
本
庁
舎
建
替
は
主
要
な
事
項
は
ほ

と
ん
ど
庁
内
だ
け
で
決
め
ら
れ
あ
ま
り
に
も

拙
速
で
市
民
を
軽
視
し
た
政
治
姿
勢
で
あ
る
。

建
設
費
の
単
価
が
1.
5 

倍
に
も
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
今
一
度
計
画
を
見
直
し
、
財
政

計
画
を
市
民
に
示
し
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
説

明
を
す
べ
き
こ
と
を
強
く
要
望
。

4
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竹
本
真
琴
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
都
市
計
画
道
路
八
尾
富
田
林
線

羽
曳
野
工
区
第
２
期
区
間
の
現
状
に
つ
い
て
》

●
質
問　
用
地
取
得
の
具
体
的
な
内
容
は
。

●
答
弁　

令
和
5
年
12
月
現
在
で
全
75
筆
中

59
筆
が
買
収
済
で
16
筆
が
残
っ
て
い
る
。

●
質
問　
接
道
さ
れ
る
市
道
羽
曳
が
丘
西
65

号
線
の
現
状
と
今
後
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
つ

い
て
。

●
答
弁　

現
在
、
八
尾
富
田
林
線
と
接
道
す
る

交
差
点
協
議
を
大
阪
府
や
警
察
本
部
と
進
め

て
い
る
。
令
和
6
年
度
は
市
道
羽
曳
が
丘
西

65
号
線
全
線
の
土
地
所
有
者
と
の
境
界
、
買

収
単
価
の
確
定
、
道
路
詳
細
設
計
業
務
を
進

め
、
交
渉
を
始
め
て
い
く
。

●
要
望　
八
尾
富
田
林
線
の
早
期
開
通
を
促

す
と
共
に
南
阪
奈
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
考

慮
し
大
阪
府
へ
事
業
促
進
す
る
こ
と
を
願
う
。

ま
た
供
用
さ
れ
て
い
る
桃
山
台
2
丁
目
接
道

箇
所
に
は
信
号
機
が
な
く
歩
行
者
が
横
断
す

る
際
に
危
険
を
伴
う
。
ま
た
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
た
め
安
全
対
策
と
し
て
横
断
者
注
意

喚
起
灯
の
設
置
を
要
望
す
る
。

《
教
育
環
境
の
現
状
に
つ
い
て
》

●
質
問　
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
収
集
デ
ー

タ
に
お
け
る
現
在
の
活
用
状
況
は
。

●
答
弁　

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

G
o
o
g
l
e
の
教
育
用
ア
カ
ウ
ン
ト
を
付

与
し
そ
の
中
で
保
管
さ
れ
る
。
保
存
で
き
る

個
人
と
共
有
の
場
所
が
あ
り
個
人
の
蓄
積
や

友
達
と
の
共
有
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

導
入
し
て
い
る
学
習
ア
プ
リ
で
は
デ
ー
タ
が

収
集
さ
れ
A
I
が
個
別
最
適
化
さ
れ
た
問
題

を
配
列
し
て
い
く
。

●
要
望　
今
後
は
学
習
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
な
ど
幅
を
広
げ
学
力
向
上
及
び
教
育
発
展

に
寄
与
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
育
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

黒
川
実

（
自
由
民
主
党
・

  
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
ま
ち
か
ど
遊
び
広
場
に
つ
い
て
》

●
質
問　
島
泉
ま
ち
か
ど
あ
そ
び
広
場
の
利

用
状
況
は
。
他
の
地
域
へ
の
整
備
の
考
え
は
。

●
答
弁　

午
前
中
は
小
さ
い
お
子
様
、
午
後

は
小
、中
学
生
が
サ
ッ
カ
ー
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
等
で
遊
び
、
大
変
好
評
で

あ
る
。
他
の
地
域
の
整
備
は
市
内
各
所
で
候

補
地
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　
今
の
子
ど
も
は
ボ
ー
ル
で
遊
ぶ

場
所
が
な
い
。
ま
ち
か
ど
遊
び
広
場
は
ボ
ー
ル

遊
び
が
で
き
る
の
が
魅
力
、各
地
域
に
ボ
ー
ル

遊
び
が
出
来
る
整
備
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

《
当
市
の
水
道
、
下
水
道
工
事
に
つ
い
て
》

●
質
問　
周
辺
住
民
へ
の
周
知
説
明
は
。

●
答
弁　

お
知
ら
せ
ビ
ラ
に
工
事
名
称・場
所・

期
間
・
作
業
時
間
等
を
記
載
し
、
住
民
・
地

元
区
長
に
配
布
又
は
個
別
訪
問
に
よ
り
説
明
。

●
質
問　
夜
間
は
最
低
限
音
の
出
な
い
機
材

道
具
の
使
用
を
指
導
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

低
騒
音
型
建
設
機
械
な
ど
を
使
用

し
極
力
騒
音
対
策
に
努
め
て
い
る
。

●
要
望　
工
事
は
積
極
的
に
進
め
て
頂
き
た

い
が
苦
情
も
聞
く
。
特
に
夜
間
の
場
合
は
い

つ
行
い
ど
の
様
な
工
事
が
い
つ
ま
で
か
説
明

し
て
頂
く
事
で
寝
室
の
移
動
や
様
々
な
対
応

が
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
夜
間
工
事
は
騒
音

の
出
な
い
施
工
方
法
を
考
え
て
頂
き
住
民
の

方
に
理
解
し
て
貰
え
る
工
事
を
お
願
い
す
る
。

《
幼
稚
園
・
保
育
園
・認定

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　
令
和
6
年
度
の
入
園
希
望
者
の
状

況
は
。

●
答
弁　

1
号
児
は
12
月
1
日
時
点
で
、3
歳

4
歳
5
歳
児
は
1
1
7
人
で
令
和
5
年
度
よ

り
21
人
減
少
。
2
号
児
、
3
号
児
は
一
次
受
付

申
し
込
み
が
0
歳
児
か
ら
5
歳
児
で
6
3
9

人
。
令
和
5
年
度
と
比
較
し
て
22
人
増
加
。

●
質
問　
今
年
度
で
も
入
園
出
来
な
い
待
機

児
童
が
い
る
。
来
年
度
は
更
に
増
え
る
と
予

想
さ
れ
る
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

一
次
受
付
分
に
関
す
る
利
用
調
整

を
行
な
っ
て
い
る
。
利
用
定
員
の
弾
力
的
な

運
用
に
よ
り
民
間
園
に
定
員
を
超
え
て
受
け

入
れ
て
頂
く
な
ど
適
切
な
利
用
調
整
を
進

め
る
。

●
要
望　
当
市
は
待
機
児
童
ゼ
ロ
と
言
う
が

実
際
は
待
機
児
童
が
い
る
状
況
と
同
じ
。
入

園
希
望
者
の
仕
事
や
様
々
な
事
情
に
耳
を
傾

け
調
整
を
行
な
っ
て
頂
き
た
い
。
第
3
、
第
4

の
子
ど
も
園
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
西
浦
東
、

白
鳥
幼
稚
園
を
保
育
園
事
業
の
場
所
と
し
て

考
え
て
は
。
毎
年
申
込
み
が
増
え
る
な
か

色
々
な
事
業
方
針
を
考
え
て
児
童
を
預
け
安

心
し
て
働
け
る
環
境
を
作
っ
て
頂
き
た
い
。

《
児
童
・
生
徒
の
緊
急
時
の
連
絡
に
つ
い
て
》

●
質
問　
休
日
の
緊
急
時
連
絡
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

休
日
は
学
校
も
原
則
休
日
、
職
員

は
勤
務
し
て
い
な
い
。
保
護
者
に
連
絡
を
取

る
場
合
は
原
則
、
警
察
・
消
防
等
を
通
じ
て

行
う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

●
質
問　
緊
急
時
、
生
徒
の
身
元
が
わ
か
る

工
夫
は
。

●
答
弁　

学
校
内
の
持
ち
物
は
名
前
を
書
く

様
に
指
導
、
登
下
校
は
持
ち
物
で
身
元
が
わ

か
る
が
家
庭
の
持
ち
物
の
記
名
は
各
家
庭
の

判
断
と
な
る
。

●
要
望　
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
保
護
者
に

連
絡
を
取
る
の
は
大
事
な
こ
と
。
難
し
い
と

思
う
が
、児
童・生
徒
が
休
日
出
か
け
る
時
は
、

な
る
べ
く
身
元
が
わ
か
る
様
に
保
護
者
に
対

し
て
指
導
し
て
頂
く
事
を
お
願
い
す
る
。

●
質
問　
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

学
校
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
留
守
番
電
話
と
転
送
機
能
付
き
携
帯
電

話
設
置
、
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
羽
曳

野
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
、
不
登
校
対

応
と
し
て
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
2
拠
点
化

な
ど
教
育
環
境
向
上
に
向
け
近
隣
各
市
に
先

ん
じ
た
取
組
も
含
め
多
く
の
施
策
を
進
め
て

き
た
。
今
後
も
様
々
な
学
校
課
題
に
即
し
た

環
境
整
備
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

●
質
問　
チ
ー
ム
担
任
制
に
対
す
る
見
識
は
。

●
答
弁　

様
々
な
学
校
教
育
課
題
に
対
応
す

る
た
め
に
他
市
の
情
報
も
集
め
な
が
ら
取
組

状
況
を
調
査
研
究
し
教
育
環
境
の
向
上
に
繋

が
る
も
の
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
。

●
要
望　
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や

教
員
の
働
き
方
改
革
と
し
て
次
代
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
り
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
市
内
に
モ
デ
ル
校
を
設
定

し
て
試
験
導
入
す
る
な
ど
前
向
き
な
検
討
を

要
望
す
る
。

●
質
問　
羽
曳
野
市
の
教
育
発
展
に
対
す
る

思
い
は
。

●
教
育
長　
「
子
ど
も
達
は
羽
曳
野
の
未
来
の

宝
」「
学
力
は
生
き
る
力
」「
教
育
は
教
え
育

む
こ
と
」
こ
れ
を
信
条
に
約
3
年
間
教
育
行

政
に
携
わ
っ
て
き
た
。
次
代
を
担
う
子
ど
も

達
が
羽
曳
野
で
教
育
を
受
け
て
良
か
っ
た
、

ず
っ
と
羽
曳
野
に
住
み
た
い
と
感
じ
て
く
れ

る
よ
う
子
ど
も
達
の
声・保
護
者・地
域
の
声
、

そ
し
て
教
職
員
の
声
を
汲
み
取
り
よ
り
良
い

教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
教
育
環
境
の
充
実
こ
そ
が
明
日
の

羽
曳
野
市
、
明
日
の
社
会
を
形
成
す
る
た
め

の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
積
極
的
に
課
題
解
決
に
要
す
る

事
業
施
策
を
推
進
し
羽
曳
野
市
の
子
ど
も
達

の
た
め
に
取
組
を
進
め
る
こ
と
を
願
う
。
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外
園
康
裕
（
公
明
党
）

《
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
保
育
園
の
待
機
児
童
の
状

況
は
。
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
準
備
に

つ
い
て
、
当
市
の
受
け
止
め
方
は
。
年
度
途

中
の
希
望
者
に
つ
い
て
、
実
態
と
課
題
は
。

●
答
弁　

年
度
途
中
か
ら
の
入
園
希
望
な
ど

も
あ
り
受
皿
に
余
裕
が
あ
る
状
況
に
は
な

い
。
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
は
子
育
て
施

策
を
強
化
す
る
制
度
と
考
え
て
お
り
、
携
わ

る
保
育
士
の
確
保
や
事
業
者
の
確
保
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。
制
度
創
設
に
当
た
っ
て
円
滑

に
開
始
で
き
る
よ
う
取
組
ん
で
い
く
。
年
度

途
中
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
保
育
室
の
面
積

な
ど
の
設
備
面
で
は
要
件
を
満
た
し
つ
つ

も
、
保
育
士
や
保
育
教
諭
の
不
足
か
ら
、
公

立
園
、
民
間
園
と
も
に
苦
慮
し
て
い
る
。

●
要
望　
保
育
士
の
確
保
は
本
当
に
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
保
育
士
の
方
が
「
働
く
な
ら

羽
曳
野
市
で
働
き
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
市
の
独
自
施
策
も
含
め
て
保
育

士
確
保
の
取
組
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
高
齢
者
の
生
き
が
い
、
や
り
が
い
》

●
質
問　
高
齢
者
の
活
躍
の
場
と
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
な
ど
は
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。
当
市
の
今
後
の
考
え
方
は
。
高

齢
者
活
躍
推
進
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
当

市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。 

●
答
弁　
「
き
ら
き
ら
シ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」「
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

「
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」

そ
の
他
「
陵
南
の
森
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

「
高
年
生
き
が
い
サ
ロ
ン
各
館
」
等
で
様
々

な
地
域
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
高

齢
者
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
意
欲
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
地
域
で
生
き
が

い
や
役
割
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
っ
て
い
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
」
等
と
連
携
し
、
元
気
な

高
齢
者
が
地
域
の
中
で
生
き
生
き
と
活
躍
で

き
る
場
を
つ
く
っ
て
い
く
。
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
包
括
的
支
援
体
制
を
整

備
す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
の
中

で
、
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
高
齢
者
自
身
に

つ
な
げ
て
い
け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
ぜ
ひ
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

《
公
共
施
設
A
E
D
屋
外
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　
A
E
D
の
使
用
事
例
や
使
用
状
況

は
。
コ
ン
ビ
ニ
が
少
な
い
な
ど
の
、
一
部
の

公
共
施
設
の
屋
外
設
置
に
対
す
る
市
の
考

え
は
。

●
答
弁　

先
週
市
内
小
学
校
に
て
校
務
員
が

心
肺
停
止
の
状
態
で
発
見
さ
れ
、
A
E
D
を

使
用
し
、
そ
の
後
救
急
搬
送
さ
れ
た
が
残
念

な
が
ら
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
令
和
2
年
、

3
年
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
小
学
校
に
お
い
て
倒

れ
た
児
童
・
生
徒
に
使
用
さ
れ
た
が
、
ど
ち

ら
も
そ
の
後
救
急
搬
送
さ
れ
大
事
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
令
和
5
年
に
は
児
童
に
対
し
て

使
用
準
備
を
し
た
が
、
救
急
車
が
到
着
し
た

た
め
使
用
し
な
か
っ
た
。
公
共
施
設
は
夜
間

及
び
施
設
の
休
館
日
の
使
用
は
難
し
い
状

況
。
公
共
施
設
の
A
E
D
屋
外
設
置
は
、
他

の
自
治
体
の
事
例
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て

い
く
。

●
要
望　
屋
外
に
設
置
す
る
専
用
ケ
ー
ス
、

費
用
は
約
10
万
円
程
度
か
か
る
が
、
特
定
の

施
設
の
み
で
大
き
な
負
担
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
地
元
町
会
の
公
民
館
や
集
会
所
な

ど
に
屋
外
設
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

沼
元
彩
佳
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
大
阪
関
西
万
博
の
機
運
醸
成
へ
の
取
組
》

●
質
問　
当
市
が
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
取

組
、
若
年
層
の
認
知
度
の
低
さ
へ
の
考
え
、

認
知
度
拡
大
に
向
け
た
今
後
の
取
組
を
問
う
。

●
答
弁　

大
阪
関
西
万
博
は
、
政
府
主
導
で

実
施
さ
れ
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、

万
博
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
博

覧
会
協
会
を
実
施
主
体
と
す
る
事
業
。
ポ
ス

タ
ー
や
の
ぼ
り
を
市
内
公
共
施
設
に
設
置

し
、
周
知
を
図
る
。
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
マ
ン

ホ
ー
ル
や
原
付
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
作

成
、
10
月
に
大
阪
府
と
市
町
村
の
連
携
イ
ベ

ン
ト
に
出
展
。
若
年
層
の
認
知
度
に
つ
い
て

更
な
る
周
知
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
博

覧
会
協
会
主
催
の
万
博
の
テ
ー
マ
「
い
の
ち

輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
ジ
ュ
ニ
ア

E
X
P
O
2
0
2
5
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
本

市
の
西
浦
小
学
校
が
参
加
。
2
0
2
3
年
度

大
阪
府
事
業
に
市
内
小
・
中
学
校
5
校
が
参

加
。
子
ど
も
達
の
万
博
へ
の
興
味
や
関
心
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

●
質
問　
大
阪
府
で
は
府
内
4
歳
か
ら
高
校

生
ま
で
の
子
ど
も
達
全
員
を
万
博
へ
無
料
招
待

す
る
方
針
。
2
回
目
以
降
は
市
町
村
側
の
負

担
と
す
る
方
向
で
調
整
中
と
の
こ
と
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
の
か
問
う
。

●
答
弁　

無
料
招
待
の
対
象
年
齢
、
実
施
方

法
、
財
政
負
担
な
ど
を
精
査
し
、
本
取
組
に

賛
同
す
る
こ
と
と
し
、
子
ど
も
部
局
と
も
連

携
し
な
が
ら
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

●
要
望　
大
阪
関
西
万
博
は
「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
先
端

技
術
な
ど
世
界
か
ら
英
知
を
結
集
さ
れ
た
国

際
博
覧
会
。子
ど
も
達
が
自
分
の
未
来
を
創
造

で
き
る
貴
重
な
体
験
を
す
る
為
に
も
、
無
料

招
待
へ
の
積
極
的
な
支
援
、
今
後
も
大
阪
府

と
連
携
し
な
が
ら
、
共
に
大
阪
関
西
万
博
の

機
運
醸
成
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
。

《
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
I
C
T
活
用
》

●
質
問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
内
に
ド
リ
ル
パ
ー
ク

を
選
定
し
た
理
由
、
子
ど
も
達
の
活
用
状
況

に
つ
い
て
、
教
職
員
の
I
C
T
環
境
の
整
備

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁　

ア
プ
リ
の
選
定
は
、子
ど
も
を
中
心

に
据
え
て
最
も
質
の
高
い
も
の
を
導
入
。
問

題
を
解
く
と
自
動
採
点
、
強
み
弱
み
を
振
り

返
れ
る
こ
と
、
自
動
で
問
題
が
選
択
さ
れ
1

人
1
人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
学
習
が
用
意
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
理
由
。
市
全
体
の
活
用
状

況
は
11
月
の
市
平
均
で
小
学
校
4
7.
5
％
、

中
学
校
6
3.
7
％
。
教
職
員
の
I
C
T
環

境
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
1
人
1
台
貸
与

さ
れ
、
学
習
活
動
に
応
じ
て
、
予
備
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
指
導
を
進
め
て
い
る
。

●
質
問　
今
後
の
市
の
I
C
T
活
用
の
進
め

方
、
I
C
T
教
育
へ
の
保
護
者
の
理
解
を
促

す
取
組
と
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁　

各
校
の
I
C
T
担
当
教
員
の
育

成
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー

の
活
用
が
不
可
欠
。
有
益
な
情
報
を
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
ま
と
め
、
全
教
員
で
共
有
で
き

る
環
境
を
充
実
し
て
い
く
。
保
護
者
へ
の
啓

発
は
、
学
校
だ
よ
り
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

教
育
委
員
会
か
ら
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を
配

布
。
今
後
も
連
絡
ツ
ー
ル
、
テ
ト
ル
で
の
発

信
、
啓
発
動
画
作
成
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
進

め
る
。

●
要
望　

I
C
T
教
育
に
つ
い
て
は
、
就

学
前
の
説
明
会
や
保
護
者
の
体
験
会
等
、

I
C
T
教
育
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
、
教
職
員
が
児
童
生
徒
と
同
じ
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
の
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
今
後

も
学
校
現
場
へ
の
支
援
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
。
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南
　
　
玲
（
日
本
共
産
党
）

《
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

最
低
賃
金
が
低
い
日
本
に
お
い

て
、
子
育
て
世
帯
は
日
々
の
生
活
を
し
て
い

く
だ
け
で
も
大
変
な
状
況
で
あ
る
。
そ
ん
な

中
で
も
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
れ
ば
病
院
に

連
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
切
実
な
願
い

で
あ
る
。
子
育
て
し
や
す
い
街
づ
く
り
を
目

指
す
羽
曳
野
市
と
し
て
、
こ
の
間
、
窓
口
負

担
ゼ
ロ
に
向
け
て
検
討
は
し
て
き
た
の
か
、

ま
た
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
聞
く
。

●
答
弁　

本
市
に
お
い
て
は
、
令
和
3
年
度

に
対
象
年
齢
を
、
18
歳
を
迎
え
た
年
度
末
ま

で
拡
充
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
を
安
定
的
か

つ
継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
大
阪
府
に
対
し
、
所
得
制

限
の
撤
廃
と
対
象
年
齢
の
拡
充
を
、
国
へ
は

全
国
一
律
の
制
度
創
設
を
要
望
し
て
い
る
。

●
質
問　
検
討
は
し
て
き
た
の
か
と
い
う
質

問
に
答
え
は
な
く
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

も
、
昨
年
9
月
議
会
で
の
答
弁
と
変
わ
ら
な

い
。
結
局
、
窓
口
負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
と
い

う
考
え
は
な
く
、
本
気
で
や
り
切
る
と
い
う

姿
勢
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
18
歳
を
迎
え

た
年
度
末
ま
で
の
医
療
費
助
成
は
条
例
で
決

ま
っ
て
お
り
、
安
定
的
・
継
続
的
に
実
施
す

る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
も
、
中
学
校
卒
業
ま
で
は
安
定
的
に
実
施

さ
れ
て
き
た
。
ど
の
子
も
気
軽
に
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
窓
口
負
担
ゼ
ロ
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

●
市
長　

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

は
、
国
が
統
一
的
に
実
施
す
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
更
に
拡
充

さ
せ
る
と
い
う
立
場
で
市
長
に
伺
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
答
弁
と
変
わ
ら
ず
、
非
常
に
残

念
で
あ
る
。
当
市
の
助
成
制
度
は
、
窓
口
負

担
5
0
0
円
、
月
に
上
限
2,
5
0
0
円
ま
で

と
な
っ
て
い
る
が
、
自
己
負
担
額
は
子
ど
も

一
人
に
つ
き
か
か
り
、
決
し
て
軽
い
も
の
で

は
な
い
。
大
切
な
子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
に
も
、
い
つ
で
も
ど
の
子
も
、
お
金

の
心
配
を
せ
ず
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
負
担

ゼ
ロ
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
令
和
3
年
度
に
厚
労
省
が
行
っ
た

「
全
国
ひ
と
り
親
等
世
帯
調
査
」
で
は
、
母

子
世
帯
数
は
1
1
9.
5
万
世
帯
、
父
子
世
帯

数
は
1
4.
9
万
世
帯
と
、
圧
倒
的
に
母
子
の

割
合
が
多
い
。
男
女
の
格
差
が
大
き
い
日
本

で
、
女
性
は
非
正
規
労
働
者
が
多
く
、
先
が

見
え
な
い
不
安
定
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
家
庭
は
少
な
く
な
い
。
ひ
と
り
親
で
あ
っ

て
も
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
、
市
独
自
の
取
組
を
聞
く
。

●
答
弁　

養
育
費
や
親
子
交
流
の
取
決
め
を

促
進
す
る
た
め
、
令
和
4
年
10
月
よ
り
、
公

正
証
書
等
作
成
に
係
る
経
費
を
補
助
す
る
事

業
や
、
保
証
会
社
と
養
育
費
保
証
契
約
を
締

結
す
る
際
の
保
証
料
を
補
助
す
る
事
業
に
取

組
ん
で
い
る
。

●
要
望　
日
本
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
お
け
る

相
対
的
貧
困
率
は
、
先
進
国
の
中
で
最
も
悪

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
や
府
の
支
援
に
は

所
得
制
限
が
あ
る
も
の
が
多
く
、
貸
付
金
な

ど
は
利
子
が
な
い
だ
け
で
、
結
局
借
金
を
背

負
う
こ
と
に
な
る
。
他
の
自
治
体
の
取
組
な

ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
独
自
で
も
経
済

的
な
支
援
を
す
る
よ
う
要
望
す
る
。 

百
谷
孝
浩
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
介
護
業
界
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
介
護
需
要
に
対
す
る
介
護

人
材
の
状
況
は
。

●
答
弁　

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
職
員
の
確
保
・
定
着
率
等

に
尽
力
し
て
い
る
事
が
伺
え
る
。

●
質
問　
介
護
職
は
き
つ
い
、
つ
ら
い
、
大

変
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
い

が
、
イ
メ
ー
ジ
向
上
へ
の
取
組
は
。

●
答
弁　

南
河
内
介
護
人
材
確
保
連
絡
会
議

を
組
織
し
、
介
護
職
の
魅
力
発
信
と
人
材
確

保
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
き
た
。

●
質
問　
介
護
現
場
の
職
場
環
境
や
事
務
作

業
等
の
改
善
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
介

護
職
員
に
対
す
る
支
援
策
は
。

●
答
弁　

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
加
算
の
累

次
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
本
市
で
は
介
護

分
野
で
働
く
人
材
育
成
を
行
い
、
今
年
度
は

給
付
金
を
支
給
し
、
事
業
所
へ
の
支
援
で
介

護
職
員
の
労
働
環
境
の
改
善
に
寄
与
し
た
。

●
質
問　
外
国
人
介
護
人
材
を
受
入
す
る
施

設
や
事
業
所
へ
の
支
援
や
取
組
は
。

●
答
弁　

大
阪
府
で
外
国
人
人
材
受
入
施
設

等
環
境
整
備
事
業
を
実
施
し
、
補
助
金
が
交

付
さ
れ
、
本
市
で
は
協
議
会
を
通
じ
て
補
助

金
を
活
用
し
た
好
事
例
等
を
周
知
し
て
い
く
。

●
質
問　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

が
地
域
に
関
係
な
く
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
環
境
が
重
要
と
考
え
る
が
、
広

域
利
用
に
つ
い
て
当
市
の
見
解
は
。

●
答
弁　

原
則
、
当
該
市
の
被
保
険
者
の
み

利
用
が
で
き
る
が
、
特
別
な
事
情
の
場
合
は

市
町
村
間
で
協
議
す
る
が
、
例
外
的
に
認
め

る
場
合
が
あ
る
。

●
要
望　
介
護
業
界
に
お
い
て
は
職
員
が
辞

め
な
い
職
場
環
境
づ
く
り
が
重
要
。
学
生
や

若
い
世
代
を
中
心
に
、
介
護
に
対
す
る
重
要

と
理
解
、
介
護
職
へ
の
正
し
い
認
識
の
普
及

啓
発
を
図
り
、
大
阪
府
の
補
助
事
業
や
人
材

確
保
に
関
す
る
事
業
等
も
、
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
事
業
者
が
あ
り
、
外
国
人
人
材
の
採
用

や
介
護
現
場
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
補
助
金
の
案

内
も
事
業
者
へ
情
報
提
供
と
周
知
を
要
望
。

《
地
域
交
通
に
つ
い
て
》

●
質
問　
河
南
交
通
圏
タ
ク
シ
ー
準
特
定
地

域
協
議
会
、
及
び
大
阪
府
乗
合
バ
ス
地
域
協

議
会
で
、
当
市
の
公
共
交
通
の
利
便
性
と
維

持
向
上
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
内
容
は
。

●
答
弁　

新
規
入
職
者
の
減
少
、
運
転
者
の

高
齢
化
と
運
転
者
数
不
足
等
の
指
摘
や
、
今

後
の
サ
ー
ビ
ス
や
安
全
性
の
低
下
、
持
続
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
懸
念
さ
れ
、
職
場
環

境
整
備
や
新
規
就
労
・
定
着
を
図
る
事
が
必

要
不
可
欠
等
の
議
論
が
あ
る
。

●
質
問　
大
阪
関
西
万
博
や
当
市
の
世
界
遺

産
と
竹
内
街
道
の
あ
る
街
と
し
て
、
地
域
住

民
の
移
動
手
段
と
観
光
促
進
の
観
点
か
ら
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

●
市
長　

当
市
は
地
域
住
民
の
交
通
手
段
と

し
て
大
阪
府
域
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
循
環
バ

ス
を
運
用
し
て
お
り
、
大
阪
府
で
は
府
民
・

市
民
、
観
光
客
等
の
移
動
手
段
確
保
に
つ
い

て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
な

ど
、
実
現
に
向
け
て
国
へ
働
き
掛
け
を
し
て

お
り
、
本
市
も
世
界
遺
産
を
有
し
、
観
光
客

の
利
便
性
を
考
慮
し
、
規
制
緩
和
や
条
件
の

変
更
等
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
課
題
解
決

に
向
け
て
国
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
。

●
要
望　
地
域
交
通
に
つ
い
て
、
新
た
な
交

通
手
段
の
選
択
肢
と
し
て
持
続
可
能
な
形
で

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
要
望
。 
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
物
価
高
に
負
け
な
い生

活
防
衛
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
為
の
総
合
経

済
対
策
で
、
低
所
得
者
世
帯
支
援
枠
を
追
加

的
に
拡
大
。
ま
た
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け

る
生
活
者
や
事
業
者
を
支
援
す
る
重
点
支
援

地
方
交
付
に
つ
い
て
公
明
党
は
、
12
月
27
日

に
、
令
和
6
年
度
の
予
算
要
望
と
補
正
予
算

に
お
け
る
重
点
施
策
要
望
を
行
い
、
①
市
内

小
学
校
給
食
の
3
学
期
分
の
給
食
費
無
償
化

②
各
町
会
に
L
E
D
の
補
助
事
業
の
拡
充
③

事
業
者
支
援
で
医
療
、
介
護
、
保
育
施
設
等
、

全
部
で
4
点
、
市
長
に
要
望
。
低
所
得
者
世

帯
へ
の
年
内
支
給
の
現
状
と
取
組
に
つ
い
て

質
問
。
対
象
世
帯
数
を
質
問
。
次
に
定
額
減

税
対
象
者
と
低
所
得
者
の
は
ざ
ま
の
対
象
者

は
、
何
人
か
を
質
問
。

●
答
弁　

前
回
3
万
円
の
給
付
金
で
課
税
者

扶
養
の
世
帯
も
対
象
と
し
支
給
。
今
回
の

給
付
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
。
対
象
世
帯
は
約

1
万
6,
0
0
0
世
帯
。
給
付
時
期
は
、
1

月
末
よ
り
開
始
す
る
努
力
を
す
る
。
今
議
会

に
追
加
の
補
正
予
算
案
を
提
出
、
成
立
後
、

可
及
的
速
や
か
に
支
援
を
実
施
。
は
ざ
ま
に

あ
る
世
帯
等
は
国
と
し
て
成
案
に
至
っ
て
い

な
い
が
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
準
備
し
て

い
く
、
対
象
者
数
3,
5
0
0
人
余
り
と
推

定
し
て
い
る
。

●
質
問　
補
正
予
算
成
立
後
、
可
及
的
に
支

援
実
施
を
す
る
と
の
答
弁
だ
が
、
本
補
正
予

算
の
可
決
と
な
れ
ば
、
12
月
22
日
。
年
内
に

対
象
者
に
届
け
る
に
は
銀
行
振
込
の
タ
イ
ム

リ
ミ
ッ
ト
は
、
12
月
22
日
。
年
末
年
始
の
通

常
時
よ
り
支
出
が
増
え
る
時
期
に
市
民
の

立
場
に
立
っ
て
支
給
を
実
現
す
る
に
は
、
本

会
議
の
初
日
即
決
で
、
補
正
予
算
は
提
議

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

●
答
弁　

仮
に
本
議
会
初
日
に
即
決
を
し
て

も
、
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
12

月
11
日
の
週
、
そ
の
後
シ
ス
テ
ム
改
修
、
文

書
の
送
付
等
の
作
業
を
行
え
ば
12
月
22
日
ま

で
の
完
了
は
不
可
能
。

●
要
望　

低
所
得
世
帯
の
7
万
円
の
支
給

は
、
2
0
2
4
年
1
月
末
に
な
り
早
期
に
取

り
組
ん
だ
自
治
体
と
は
、
1
か
月
も
そ
の
開

き
が
出
る
。
本
年
夏
、
低
所
得
者
に
対
し
て

担
当
課
と
し
て
心
あ
る
取
組
で
課
税
者
扶
養

を
適
用
し
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
も
行
っ
た
。

今
後
の
取
組
に
対
し
て
、
さ
ら
に
慎
重
、
正

確
か
つ
迅
速
な
事
業
転
換
を
要
望
。
市
民
か

ら
の
様
々
な
相
談
や
質
問
が
殺
到
す
る
事
が

推
察
さ
れ
る
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設

置
や
相
談
窓
口
の
対
応
も
要
望
。

《
乳
幼
児
健
診
の
実
施
拡
充
に
つ
い
て
》

●
質
問　
政
府
は
、
公
費
で
負
担
す
る
乳
幼

児
健
診
を
5
歳
児
も
対
象
に
す
る
方
向
で
調

整
。
就
学
前
の
状
況
を
確
認
し
、
発
達
障
害

な
ど
の
早
期
対
応
に
繋
げ
る
為
、
自
治
体
へ

財
政
支
援
す
る
。
出
産
か
ら
就
学
前
ま
で
の

切
れ
目
な
い
健
診
を
質
問
す
る
。
発
達
障
害

な
ど
早
期
発
見
の
手
段
と
し
て
５
歳
児
健
診

を
実
施
す
る
事
を
考
え
る
か
、
1
か
月
健
診

の
実
施
も
併
せ
て
質
問
す
る
。

●
答
弁　

乳
児
・
幼
児
の
健
診
や
伴
走
型
相

談
支
援
事
業
な
ど
既
存
の
健
診
、
相
談
支
援

と
の
情
報
連
携
、教
育・保
育
施
設
と
の
連
携
、

ま
た
専
門
職
の
体
制
整
備
等
を
行
い
、
切
れ

目
の
な
い
健
診
体
制
の
構
築
を
図
っ
い
く
。

●
要
望　
5
歳
児
健
診
は
、
切
れ
目
な
い
健

診
体
制
の
中
で
、
新
年
度
4
月
よ
り
実
施
し

て
い
く
と
理
解
し
た
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
自
治
体
の
標
準
化
と
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
の
対
応
に
つ
い
て

田
仲
基
一

（
自
由
民
主
党
・

  
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
児
童
の
脳
発
達
と
学
校
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
長
く
使
用
し

て
い
る
児
童
に
は
国
語
、
算
数
、
理
科
と
教

科
に
関
わ
ら
ず
明
ら
か
な
学
力
低
下
が
見
ら

れ
る
と
の
こ
と
。
当
市
の
教
育
現
場
で
も
デ

ジ
タ
ル
情
報
端
末
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
過
剰
使
用
が

脳
発
達
に
与
え
る
悪
影
響
に
つ
い
て
の
認
識

は
。
ま
た
適
切
な
使
用
に
具
体
的
に
ど
ん
な

啓
発
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

●
答
弁　

集
中
力
や
考
え
る
力
に
悪
影
響
を

与
え
る
と
承
知
し
て
い
る
。
児
童
生
徒
に
適

切
な
使
用
を
指
導
し
、
家
庭
に
は
注
意
事
項

等
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
。
く

わ
え
て
各
校
の
懇
談
時
や
学
校
説
明
会
等
で

適
切
な
使
用
の
啓
発
を
し
て
い
る
。

●
教
育
長　

読
み
書
き
を
通
し
て
記
憶
す
る

こ
と
、
表
現
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
大
切

と
考
え
て
お
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
鉛
筆
や
ノ

ー
ト
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
学
び
を
つ
く
っ

て
い
る
。
子
ど
も
が
使
い
分
け
を
自
発
的
に

考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
。

●
要
望　
発
行
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
指

摘
し
た
脳
に
与
え
る
悪
影
響
に
つ
い
て
は
ふ

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
は
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
対
し
貧
富
の
差

な
く
、
平
等
に
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
適
用
す
る

能
力
を
実
装
さ
せ
う
る
点
で
価
値
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
場
で
子
ど
も
を
預

か
る
立
場
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
と

の
上
手
な
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
外
部
専
門

家
や
保
護
者
の
意
見
を
よ
り
多
く
受
け
止
め
、

使
用
の
必
要
性
と
と
も
に
、
誤
っ
た
使
用
に

よ
る
脳
へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
よ
り
丁
寧
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
べ
き
。

《
地
域
猫
に
よ
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
、
地
域
猫
の

増
加
は
大
き
な
環
境
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
問
題
を
殺
処
分
で
は
な
い
方
法
で
解
決

し
よ
う
と
公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基
金
が

実
施
し
て
い
る
無
料
不
妊
去
勢
手
術
の
当
市

の
支
援
体
制
、
実
績
を
聞
き
た
い
。

●
答
弁　

無
料
チ
ケ
ッ
ト
行
政
枠
を
活
用
し

て
お
り
チ
ケ
ッ
ト
発
行
枚
数
は
令
和
2
年
度

1
0
5
枚
、
令
和
3
年
度
2
8
1
枚
、
令
和

4
年
度
3
1
9
枚
。
地
域
猫
活
動
の
周
知
啓

発
、
地
域
や
関
係
者
の
連
絡
調
整
、
活
動
支

援
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

●
質
問　
無
料
不
妊
去
勢
手
術
チ
ケ
ッ
ト
に

対
す
る
協
力
病
院
が
南
河
内
地
区
に
な
く
近

い
病
院
が
堺
区
石
津
町
と
遠
く
、
時
間
と
個

人
費
用
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
お
り
民
間

だ
け
の
力
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
。
当
市
内

に
は
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
標
に
し
た
大
阪

府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
施
設

の
趣
旨
か
ら
協
力
を
依
頼
し
て
貰
い
た
い
。

●
答
弁　

10
月
、
大
阪
府
動
物
愛
護
畜
産
課・

大
阪
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
と
協
議
の

場
を
設
け
市
の
実
情
に
つ
い
て
説
明
し
、
協

力
要
望
を
行
っ
た
。
今
後
も
同
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
調
整
を
密
に
し
、
市
の
要
望
も
伝
え

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

●
要
望　

後
手
に
回
れ
ば
取
り
返
し
が
つ

か
な
い
大
問
題
に
な
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

我
々
は
市
民
で
あ
り
府
民
。
大
阪
府
立
の
動

物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
が
真
に
そ
の
設
立
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
な

ら
、
南
河
内
に
受
入
れ
民
間
動
物
病
院
が
ゼ

ロ
の
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
行
動
を
す
べ

き
。
そ
の
た
め
に
行
政
と
し
て
で
き
う
る
こ

と
は
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
府
と
市
の
垣
根
を

越
え
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和6年（2024年）2月−

【
羽
曳
野
市
立
休
日
急
病
診
療
所
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

休
日
急
病
診
療
所
に
お
け
る
歯
科
診
療
を

廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
受
診
者
数
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
中
で
の
廃
止
は
受
け
入
れ
難
い
こ
と
、

運
営
並
び
に
必
要
な
設
備
の
更
新
に
は
費
用

が
か
か
る
が
、
市
民
の
健
康
を
守
る
重
要
な

事
業
で
あ
る
た
め
、
費
用
対
効
果
で
判
断

す
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
代
わ
り
と
な
る

大
阪
府
歯
科
医
師
会
の
休
日
・
夜
間
緊
急

歯
科
診
療
所
は
大
阪
市
内
に
あ
り
、
羽
曳
野

市
内
で
受
診
で
き
て
こ
そ
、休
日
急
病
診
療
所

の
役
割
が
果
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さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
理
由

と
し
て
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反
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す
る
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１
名
。

　

一
方
、受
診
者
数
が
減
少
し
て
お
り
、
運
営

に
か
か
る
財
政
負
担
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、

歯
科
医
師
会
、
歯
科
衛
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会
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ご
意
見
、
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取
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組
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に
、
歯
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健
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率
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と
、
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と
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り
、
大
阪
府
歯
科
医
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会
の
休

日
・
夜
間
緊
急
歯
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療
所
や
、
休
日
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療
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っ
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歯
科
医
院
等
の
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と
周

知
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
賛
成
す

る
者
３
名
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
長
　
竹
本
真
琴（

大
阪
維
新
の
会
）　

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を

受
け
た
１
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
令
和
５
年
度
羽
曳
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）】
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力
・
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ス
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食
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品
等
の
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げ
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伴
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ら
し
へ
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慮
、
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た
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ど
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や
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テ
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事
業
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羽
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決
済
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ト
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元
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委
託
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等
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望
が
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
い
と

し
て
、
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員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
べ
き
。

《
地
域
猫
に
よ
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
》

●
質
問　
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猫
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域
猫
の

増
加
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境
問
題
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な
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。
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市
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、
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績
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。
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1
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猫
活
動
の
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発
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や
関
係
者
の
連
絡
調
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、
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今
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。
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無
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術
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病
院
が
南
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内
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近

い
病
院
が
堺
区
石
津
町
と
遠
く
、
時
間
と
個

人
費
用
の
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
お
り
民
間

だ
け
の
力
に
限
界
を
感
じ
て
い
る
。
当
市
内

に
は
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
標
に
し
た
大
阪

府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
施
設

の
趣
旨
か
ら
協
力
を
依
頼
し
て
貰
い
た
い
。

●
答
弁　

10
月
、
大
阪
府
動
物
愛
護
畜
産
課・

大
阪
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
と
協
議
の

場
を
設
け
市
の
実
情
に
つ
い
て
説
明
し
、
協

力
要
望
を
行
っ
た
。
今
後
も
同
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
調
整
を
密
に
し
、
市
の
要
望
も
伝
え

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

●
要
望　

後
手
に
回
れ
ば
取
り
返
し
が
つ

か
な
い
大
問
題
に
な
る
と
危
惧
し
て
い
る
。

我
々
は
市
民
で
あ
り
府
民
。
大
阪
府
立
の
動

物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
が
真
に
そ
の
設
立
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
な

ら
、
南
河
内
に
受
入
れ
民
間
動
物
病
院
が
ゼ

ロ
の
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
行
動
を
す
べ

き
。
そ
の
た
め
に
行
政
と
し
て
で
き
う
る
こ

と
は
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
府
と
市
の
垣
根
を

越
え
て
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
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◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

立
春
の
候
、
市
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
真
冬
の
厳
し
い
寒
さ

の
中
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
は
、
風
邪
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り

ま
す
の
で
、
お
体
に
は
十
分
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
令
和

５
年
第
４
回
定
例
会
の
ご
報
告
と
し
て
、

主
に
12
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
、

総
務
文
教
常
任
委
員
会
及
び
、
民
生
産
業

常
任
委
員
会
の
審
査
内
容
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
本
議
会
だ
よ
り
は
市
議
会
を
皆

さ
ま
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
編
集

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ

数
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い
内
容
を
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
羽
曳
野
市
議
会
」
に
て

議
案
書
、
意
見
書
や
議
決
結
果
な
ど
、

ま
た
各
議
員
の
一
般
質
問
な
ど
の
ラ
イ
ブ

映
像
や
録
画
映
像
を
常
時
配
信
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
視
聴
い
た
だ
き
た
く
存
じ

ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
始
ま
る
令
和
６
年
第

１
回
定
例
会
は
、
１
年
間
の
市
政
の
あ
り

方
を
定
め
た
施
政
方
針
や
、
市
民
の

く
ら
し
を
支
え
る
一
般
会
計
予
算
な
ど

重
要
な
議
案
を
審
議
す
る
定
例
会
で
す
。

長
期
化
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど

の
影
響
で
身
の
回
り
品
の
価
格
高
騰
が

市
民
生
活
を
圧
迫
す
る
な
か
、
皆
さ
ま
の

切
実
な
願
い
を
市
政
に
反
映
し
、
く
ら
し

の
下
支
え
が
で
き
る
１
年
間
と
な
る
様
、

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議
会

活
動
に
ご
注
目
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　

  

田
仲　
基
一　
　
　
　

 

竹
本　
真
琴    

  

外
園　
康
裕　
　
　
　

 

百
谷　
孝
浩

  

南　
　
　
玲 　
　
　
　
黒
川　
　
実

  

金
銅　
宏
親

　

   

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
日
程

　

第
１
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら

で
す
。

２
月
26
日
㈪
　
本
会
議
（
提
案
説
明
・

　
　
　
　
　
　
施
政
方
針
表
明
）

３
月
４
日
㈪
　
本
会
議（
施
政
方
針
代
表
質
疑
）

３
月
７
日
㈭
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
８
日
㈮
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
月
11
日
㈪
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）予
備
日

３
月
12
日
㈫
　
本
会
議
（
議
案
審
議
）

３
月
14
日
㈭
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

３
月
15
日
㈮
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
予
備
日

　
　
　
　
　
　
※
14
時
か
ら

３
月
21
日
㈭
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会

３
月
22
日
㈮
　
民
生
産
業
常
任
委
員
会
予
備
日

３
月
25
日
㈪
　
建
設
企
業
常
任
委
員
会

３
月
28
日
㈭
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に

よ
り
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

　
委
員
長
　
金
銅
宏
親（

市
民
ク
ラ
ブ
）　

　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
を

受
け
た
１
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

民
生
産
業
常
任
委
員
会


